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(57)【要約】
　画素回路２０は、有機ＥＬ素子２５と、駆動用ＴＦＴ
２１と、駆動用ＴＦＴ２１のゲート－ソース間に設けら
れたスイッチ用ＴＦＴ２３を含む。画素回路２０への書
き込み時には、駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子に初期電
圧を印加し、駆動用ＴＦＴ２１が導通状態である間にス
イッチ用ＴＦＴ２３を一時的に導通状態に制御し、その
ときの駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子電位を用いて補正
されたデータ電圧を駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子に印
加する。人間は青色の色度の違いには敏感であるが、緑
色の色度の違いには鈍感である。青色用の画素回路には
閾値補正の精度が高くなる初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｂを使用
し、緑色用の画素回路には消費電力が低くなる初期電圧
Ｖｉｎｔ＿Ｇを使用する。これにより、高画質で低消費
電力の電流駆動型カラー表示装置を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラー表示を行う電流駆動型の表示装置であって、
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子とを含む複数の画素回
路と、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択し、選択した画素回路に前記データ
線を用いてデータ電圧を書き込む駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端
子との間に初期電位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチン
グ素子を一時的に導通状態に制御する動作と、前記補償用スイッチング素子の導通期間終
了時における前記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子
の制御端子に印加する動作とを行い、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、前記初期電位差は少なくとも２
種類の画素回路間で異なることを特徴とする、表示装置。
【請求項２】
　前記画素回路には少なくとも赤色用、緑色用および青色用の画素回路が含まれており、
　前記３種類の画素回路の中では前記緑色用の画素回路において、前記補償用スイッチン
グ素子の導通期間に前記補償用スイッチング素子を流れる電流が最小となるように、前記
初期電位差が設定されていることを特徴とする、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記画素回路には少なくとも赤色用、緑色用および青色用の画素回路が含まれており、
　前記３種類の画素回路の中では前記青色用の画素回路において、前記補償用スイッチン
グ素子の導通期間に前記補償用スイッチング素子を流れる電流が最大となるように、前記
初期電位差が設定されていることを特徴とする、請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記画素回路は、前記データ線と前記駆動素子の制御端子との間に設けられた書き込み
用スイッチング素子をさらに含み、
　前記駆動回路は、前記書き込み用スイッチング素子を導通状態に制御し、前記初期電位
差が与えられるように、少なくとも２種類の画素回路間で異なる初期電圧を前記データ線
に印加することを特徴とする、請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記駆動回路は、前記データ線に対応した容量を含み、前記補償用スイッチング素子の
導通期間終了後に、前記書き込み用スイッチング素子を導通状態に制御したままで、前記
容量の第１の電極を前記データ線に接続し、前記容量の第２の電極に印加する電圧を参照
電圧から前記データ電圧に切り替えることを特徴とする、請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記参照電圧は、少なくとも２種類の画素回路間で異なることを特徴とする、請求項５
に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記画素回路は、第１の電極が前記駆動素子の制御端子に接続された容量と、前記容量
の第２の電極と前記データ線との間に設けられた書き込み用スイッチング素子と、前記容
量の２個の電極に所定の初期電圧を印加するか否かを切り替える初期化用スイッチング素
子とを含み、
　前記駆動回路は、前記書き込み用スイッチング素子を導通状態に制御し、前記データ線
に前記データ電圧を印加すると共に、前記容量の第１の電極に前記初期電圧が印加される
ように前記初期化用スイッチング素子を制御し、前記補償用スイッチング素子の導通期間
終了後に、前記書き込み用スイッチング素子を非導通状態に制御すると共に、前記容量の
第２の電極に前記初期電圧が印加されるように前記初期化用スイッチング素子を制御し、
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　前記初期電圧は、前記初期電位差が与えられるように、少なくとも２種類の画素回路間
で異なることを特徴とする、請求項１に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記駆動素子の第２の導通端子には、前記初期電位差が与えられるように、少なくとも
２種類の画素回路間で異なる電源電圧が印加されることを特徴とする、請求項１に記載の
表示装置。
【請求項９】
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子とを含む複数の画素回
路を有する表示装置の駆動方法であって、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択するステップと、
　選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端子との間に初期電
位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチング素子を一時的に
導通状態に制御するステップと、
　選択した画素回路について、前記補償用スイッチング素子の導通期間終了時における前
記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子の制御端子に印
加するステップとを備え、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、前記初期電位差は少なくとも２
種類の画素回路間で異なることを特徴とする、表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関し、より特定的には、有機ＥＬディスプレイやＦＥＤなどの電
流駆動素子を用いた表示装置およびその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、薄型、軽量、高速応答可能な表示装置の需要が高まり、これに伴い、有機ＥＬ（
Electro Luminescence）ディスプレイやＦＥＤ（Field Emission Display）に関する研究
開発が活発に行われている。
【０００３】
　有機ＥＬディスプレイに含まれる有機ＥＬ素子は、印加される電圧が高く、流れる電流
が多いほど、高い輝度で発光する。ところが、有機ＥＬ素子の輝度と電圧の関係は、駆動
時間や周辺温度などの影響を受けて容易に変動する。このため、有機ＥＬディスプレイに
電圧制御型の駆動方式を適用すると、有機ＥＬ素子の輝度のばらつきを抑えることが非常
に困難になる。これに対して、有機ＥＬ素子の輝度は電流にほぼ比例し、この比例関係は
周辺温度などの外的要因の影響を受けにくい。したがって、有機ＥＬディスプレイには電
流制御型の駆動方式を適用することが好ましい。
【０００４】
　一方、表示装置の画素回路や駆動回路は、アモルファスシリコン、低温多結晶シリコン
、ＣＧ（Continuous Grain）シリコンなどで構成されたＴＦＴ（Thin Film Transistor：
薄膜トランジスタ）を用いて構成される。ところが、ＴＦＴの特性（例えば、閾値電圧や
移動度）には、ばらつきが生じやすい。そこで、有機ＥＬディスプレイの画素回路にはＴ
ＦＴの特性のばらつきを補償する回路が設けられ、この回路の作用により有機ＥＬ素子の
輝度のばらつきが抑えられる。
【０００５】
　電流駆動型の駆動方式においてＴＦＴの特性のばらつきを補償する方式は、駆動用ＴＦ
Ｔに流れる電流の量を電流信号で制御する電流プログラム方式と、この電流の量を電圧信
号で制御する電圧プログラム方式とに大別される。電流プログラム方式を用いれば閾値電
圧と移動度のばらつきを補償することができ、電圧プログラム方式を用いれば閾値電圧の
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ばらつきのみを補償することができる。
【０００６】
　ところが、電流プログラム方式には、第１に、非常に微少な量の電流を扱うので画素回
路や駆動回路の設計が困難である、第２に、電流信号を設定する間に寄生容量の影響を受
けやすいので大面積化が困難であるという問題がある。これに対して、電圧プログラム方
式では、寄生容量などの影響は軽微であり、回路設計も比較的容易である。また、移動度
のばらつきが電流量に与える影響は、閾値電圧のばらつきが電流量に与える影響よりも小
さく、移動度のばらつきはＴＦＴ作製工程である程度抑えることができる。したがって、
電圧プログラム方式を適用した表示装置でも、十分な表示品位が得ることができる。
【０００７】
　電流駆動型の駆動方式を適用した有機ＥＬディスプレイについては、従来から、以下に
示す画素回路が知られている。図１４は、特許文献１に記載された画素回路と出力スイッ
チの回路図である。図１４において、画素回路１２０はトランジスタＴ１～Ｔ４、有機Ｅ
Ｌ素子ＯＬＥＤおよびコンデンサＣｓを備え、出力スイッチ１２１はトランジスタＴ５～
Ｔ８およびコンデンサＣ１を備えている。画素回路１２０は、電源配線Ｖｐ、共通陰極Ｖ
ｃｏｍ、走査線Ｇ１ｉ、Ｇ２ｉおよびデータ線Ｓｊに接続される。トランジスタＴ５～Ｔ
８の一端には、それぞれ、電圧Ｖ０、データ電圧Ｖｄａｔａ、閾値補正電圧Ｖｐｒｅおよ
び電圧Ｖａが印加される。電圧Ｖａは、トランジスタＴ３の閾値電圧に近い電圧である。
【０００８】
　画素回路１２０は、図１５に示すタイミングチャートに従って動作する。図１５に示す
ように、閾値電圧書き込み期間の前半では、トランジスタＴ１、Ｔ２、Ｔ５、Ｔ７は導通
状態になり、トランジスタＴ４、Ｔ６、Ｔ８は非導通状態になる。このとき、データ線Ｓ
ｊには閾値補正電圧Ｖｐｒｅが印加され、トランジスタＴ３のゲート端子とドレイン端子
にも同じ電圧が印加される。閾値電圧書き込み期間の後半では、トランジスタＴ７は非導
通状態になる。このとき、コンデンサＣｓに蓄積されていた電荷はトランジスタＴ１～Ｔ
３を経由して放電され、トランジスタＴ３のゲート端子電位はトランジスタＴ３の閾値電
圧に応じたレベルＶｔまで上昇する。また、閾値電圧書き込み期間の後半では、トランジ
スタＴ８が所定の時間だけ導通状態になる。これにより、データ線Ｓｊには浮遊容量Ｃｆ
を充電するための電圧Ｖａが印加され、トランジスタＴ３のゲート端子電位は短時間でＶ
ｔに到達する。
【０００９】
　表示データ電圧書き込み期間では、トランジスタＴ２、Ｔ６は導通状態になり、トラン
ジスタＴ１、Ｔ４、Ｔ５、Ｔ７、Ｔ８は非導通状態になる。閾値電圧書き込み期間から表
示データ電圧書き込み期間に遷移するときに、コンデンサＣ１の電極間電圧は変化しない
。このため、コンデンサＣ１の一方の電極（トランジスタＴ５、Ｔ６に接続された電極）
の電位がＶ０からＶｄａｔａに変化すると、コンデンサＣ１の他方の電極の電位も同じ量
だけ変化する。これにより得られた電位（Ｖｔ＋Ｖｄａｔａ－Ｖ０）は、トランジスタＴ
２を介してトランジスタＴ３のゲート端子に印加される。
【００１０】
　発光期間では、トランジスタＴ４は導通状態になり、トランジスタＴ１、Ｔ２、Ｔ５～
Ｔ７は非導通状態になる。表示データ電圧書き込み期間から発光期間に遷移するときに、
コンデンサＣｓはトランジスタＴ３のゲート－ソース間電圧を保持する。このため、発光
期間では、トランジスタＴ３のゲート端子電位は（Ｖｔ＋Ｖｄａｔａ－Ｖ０）のままであ
る。トランジスタＴ３を流れる電流の量はゲート－ソース間電圧によって定まり、有機Ｅ
Ｌ素子ＯＬＥＤはトランジスタＴ３を流れる電流の量に応じた輝度で発光する。トランジ
スタＴ３を流れる電流の量はトランジスタＴ３の閾値電圧に依存しないので、有機ＥＬ素
子ＯＬＥＤはトランジスタＴ３の閾値電圧に依存しない輝度で発光する。
【００１１】
　このように画素回路１２０を図１５に示す方法で駆動することにより、画素回路１２０
の内部に閾値補正用のコンデンサを設けることなく、トランジスタＴ３のゲート端子にト
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ランジスタＴ３の閾値電圧に応じた電位を印加し、トランジスタＴ３の閾値電圧にかかわ
らず、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤを所望の輝度で発光させることができる。
【００１２】
　図１６は、特許文献２に記載された画素回路の回路図である。図１６に示す画素回路１
３０は、トランジスタＭ１～Ｍ６、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤおよびコンデンサＣｓｔを備え
ている。画素回路１３０は、電源配線Ｖｐ、共通陰極Ｖｃｏｍ、初期電圧Ｖｉｎｔが印加
されたプリチャージ線、走査線ＧＡｉ、ＧＢｉおよび制御線Ｅｉに接続される。画素回路
１３０は、図１３（後述）に示すタイミングチャートに従って動作する。画素回路１３０
の動作は、本発明の第２の実施形態に係る画素回路の動作と同様であるので、ここではそ
の説明を省略する。画素回路１３０を図１３に示す方法で駆動することにより、トランジ
スタＭ１のゲート端子にトランジスタＭ１の閾値電圧に応じた電位を印加し、トランジス
タＭ１の閾値電圧にかかわらず、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤを所望の輝度で発光させることが
できる。
【００１３】
　なお、上記以外にも有機ＥＬディスプレイの例は、本出願と出願人および発明者が共通
する別の出願（国際特許出願ＰＣＴ／２００７／６９１８４、出願日２００７年１０月１
日、優先日２００７年３月８日）にも記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】日本国特開２００５－３５２４１１号公報
【特許文献２】日本国特開２００７－１３３３６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　ところで、従来から知られているように、人間が有する色の判別力は色によって異なる
。図１７は、マッカダムの色度判別閾を示す図である。図１７には、ｘｙ色度座標上に複
数の楕円が描かれている。各楕円は、人間が同じ色度と判別する範囲を示す（ただし、図
面を見やすくするために、楕円は実際の１０倍の大きさで描かれている）。人間は、小さ
い楕円の近傍では色度の違いに敏感であり、大きい楕円の近傍では色度の違いに鈍感であ
る。図１７から分かるように、人間は、赤色、緑色および青色の中では、青色の色度の違
いに最も敏感であり、次に赤色の色度の違いに敏感であり、緑色の色度の違いには最も鈍
感である。
【００１６】
　上述した有機ＥＬディスプレイでは、有機ＥＬ素子に流れる電流の量を制御する駆動素
子（図１４ではトランジスタＴ３、図１６ではトランジスタＭ１）の閾値補正を行うとき
に、駆動素子のゲート端子に所定の初期電圧（図１４ではＶｐｒｅ、図１６ではＶｉｎｔ
）が印加される。このときに駆動素子のゲート－ソース間電圧の絶対値が大きくなる初期
電圧を印加すれば、閾値補正の精度は高くなり画質は向上するが、信号線の充放電による
消費電力は増大する。一方、駆動素子のゲート－ソース間電圧の絶対値が小さくなる初期
電圧を印加すれば、消費電力は減少するが、閾値補正の精度は低くなり画質は低下する。
このように初期電圧を決定するときに、画質と消費電力はトレードオフの関係にある。
【００１７】
　従来のカラー表示を行う有機ＥＬディスプレイでは、装置全体で１種類の初期電圧が使
用され、初期電圧は例えばある色を基準として決定される。緑色を基準として初期電圧を
決定した場合、閾値補正の精度は低くて済むので、駆動素子のゲート－ソース間電圧の絶
対値は小さくなり、消費電力は減少する。ところが、緑色よりも敏感に判別可能な青色や
赤色では閾値補正の精度が不十分となるので、青色や赤色では色のばらつきが目立ち、画
質が低下する。一方、青色を基準として初期電圧を決定した場合、駆動素子のゲート－ソ
ース間電圧の絶対値は大きくなり、すべての色について駆動素子の閾値補正を高い精度で
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行うことができる。ところが、青色よりも鈍感にしか判別できない緑色や赤色についても
青色と同じ初期電圧を使用するために、消費電力は必要以上に増大する。
【００１８】
　それ故に、本発明は、高画質で低消費電力の電流駆動型カラー表示装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明の第１の局面は、カラー表示を行う電流駆動型の表示装置であって、
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子とを含む複数の画素回
路と、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択し、選択した画素回路に前記データ
線を用いてデータ電圧を書き込む駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端
子との間に初期電位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチン
グ素子を一時的に導通状態に制御する動作と、前記補償用スイッチング素子の導通期間終
了時における前記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子
の制御端子に印加する動作とを行い、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、前記初期電位差は少なくとも２
種類の画素回路間で異なることを特徴とする。
【００２０】
　本発明の第２の局面は、本発明の第１の局面において、
　前記画素回路には少なくとも赤色用、緑色用および青色用の画素回路が含まれており、
　前記３種類の画素回路の中では前記緑色用の画素回路において、前記補償用スイッチン
グ素子の導通期間に前記補償用スイッチング素子を流れる電流が最小となるように、前記
初期電位差が設定されていることを特徴とする。
【００２１】
　本発明の第３の局面は、本発明の第１の局面において、
　前記画素回路には少なくとも赤色用、緑色用および青色用の画素回路が含まれており、
　前記３種類の画素回路の中では前記青色用の画素回路において、前記補償用スイッチン
グ素子の導通期間に前記補償用スイッチング素子を流れる電流が最大となるように、前記
初期電位差が設定されていることを特徴とする。
【００２２】
　本発明の第４の局面は、本発明の第１の局面において、
　前記画素回路は、前記データ線と前記駆動素子の制御端子との間に設けられた書き込み
用スイッチング素子をさらに含み、
　前記駆動回路は、前記書き込み用スイッチング素子を導通状態に制御し、前記初期電位
差が与えられるように、少なくとも２種類の画素回路間で異なる初期電圧を前記データ線
に印加することを特徴とする。
【００２３】
　本発明の第５の局面は、本発明の第４の局面において、
　前記駆動回路は、前記データ線に対応した容量を含み、前記補償用スイッチング素子の
導通期間終了後に、前記書き込み用スイッチング素子を導通状態に制御したままで、前記
容量の第１の電極を前記データ線に接続し、前記容量の第２の電極に印加する電圧を参照
電圧から前記データ電圧に切り替えることを特徴とする。
【００２４】
　本発明の第６の局面は、本発明の第５の局面において、
　前記参照電圧は、少なくとも２種類の画素回路間で異なることを特徴とする。
【００２５】
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　本発明の第７の局面は、本発明の第１の局面において、
　前記画素回路は、第１の電極が前記駆動素子の制御端子に接続された容量と、前記容量
の第２の電極と前記データ線との間に設けられた書き込み用スイッチング素子と、前記容
量の２個の電極に所定の初期電圧を印加するか否かを切り替える初期化用スイッチング素
子とを含み、
　前記駆動回路は、前記書き込み用スイッチング素子を導通状態に制御し、前記データ線
に前記データ電圧を印加すると共に、前記容量の第１の電極に前記初期電圧が印加される
ように前記初期化用スイッチング素子を制御し、前記補償用スイッチング素子の導通期間
終了後に、前記書き込み用スイッチング素子を非導通状態に制御すると共に、前記容量の
第２の電極に前記初期電圧が印加されるように前記初期化用スイッチング素子を制御し、
　前記初期電圧は、前記初期電位差が与えられるように、少なくとも２種類の画素回路間
で異なることを特徴とする。
【００２６】
　本発明の第８の局面は、本発明の第１の局面において、
　前記駆動素子の第２の導通端子には、前記初期電位差が与えられるように、少なくとも
２種類の画素回路間で異なる電源電圧が印加されることを特徴とする。
【００２７】
　本発明の第９の局面は、複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置さ
れ、それぞれが電気光学素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子
と、前記駆動素子の制御端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素
子とを含む複数の画素回路を有する表示装置の駆動方法であって、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択するステップと、
　選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端子との間に初期電
位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチング素子を一時的に
導通状態に制御するステップと、
　選択した画素回路について、前記補償用スイッチング素子の導通期間終了時における前
記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子の制御端子に印
加するステップとを備え、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、前記初期電位差は少なくとも２
種類の画素回路間で異なることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の第１または第９の局面によれば、駆動素子の閾値補正を行うときに、駆動素子
の制御端子と第２の導通端子との間に表示色に応じて異なる初期電位差を与えることがで
きる。このため、人間が色度の違いに敏感な色（例えば、青色）については、大きな初期
電位差を与えて閾値補正を高い精度で行い、画質を高くすることができる。一方、人間が
色度の違いに鈍感な色（例えば、緑色）については、小さな初期電位差を与えて信号線の
過剰な充放電を減らし、消費電力を削減することができる。このように、駆動素子の制御
端子と第２の導通端子との間に与える初期電位差を人間の視覚特性を考慮して表示色に応
じて切り替えることにより、画質を高くし、消費電力を削減することができる。
【００２９】
　本発明の第２の局面によれば、補償用スイッチング素子の導通期間に補償用スイッチン
グ素子を流れる電流は青色用の画素回路で最大となるので、人間が色度の違いに敏感な青
色について駆動素子の閾値補正を行うときに、閾値補正を高い精度で行い、画質を高くす
ることができる。
【００３０】
　本発明の第３の局面によれば、補償用スイッチング素子の導通期間に補償用スイッチン
グ素子を流れる電流は緑色用の画素回路で最小となるので、人間が色度の違いに鈍感な緑
色について駆動素子の閾値補正を行うときに、信号線の過剰な充放電を減らし、消費電力
を削減することができる。



(8) JP WO2010/029795 A1 2010.3.18

10

20

30

40

50

【００３１】
　本発明の第４の局面によれば、駆動素子の閾値補正を行うときに、書き込み用スイッチ
ング素子を導通状態に制御し、少なくとも２種類の画素回路間で異なる初期電圧をデータ
線に印加することにより、駆動素子の制御端子と第２の導通端子との間に表示色に応じて
異なる初期電位差を与え、画質を高くし、消費電力を削減することができる。
【００３２】
　本発明の第５の局面によれば、補償用スイッチング素子の導通期間終了後に、駆動素子
の制御端子電位を駆動回路内の容量の第１の電極に印加し、容量の第２の電極に印加する
電圧を参照電圧からデータ電圧に切り替えることにより、補償用スイッチング素子の導通
期間終了時における駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を駆動素子の
制御端子に印加することができる。したがって、画素回路内に閾値補正用の容量を設ける
ことなく、駆動素子の閾値補正を行うことができる。
【００３３】
　本発明の第６の局面によれば、少なくとも２種類の画素回路間で異なる参照電圧を使用
することにより、データ電圧のゼロ点を揃えることができる。
【００３４】
　本発明の第７の局面によれば、書き込み用スイッチング素子を導通状態に制御し、デー
タ線にデータ電圧を印加することにより、データ線を経由して駆動素子の制御端子にデー
タ電圧を印加することができる。また、初期化用スイッチング素子を制御して画素回路内
の容量の２つの電極に順に初期電圧を印加することにより、補償用スイッチング素子の導
通期間終了時における駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を駆動素子
の制御端子に印加し、駆動素子の閾値補正を行うことができる。この際に少なくとも２種
類の画素回路間で異なる初期電圧を用いることにより、駆動素子の制御端子と第２の導通
端子との間に表示色に応じて異なる初期電位差を与え、画質を高くし、消費電力を削減す
ることができる。
【００３５】
　本発明の第８の局面によれば、少なくとも２種類の画素回路間で異なる電源電圧を駆動
素子の第２の導通端子に印加することにより、駆動素子の閾値補正を行うときに、駆動素
子の制御端子と第２の導通端子との間に表示色に応じて異なる初期電位差を与え、画質を
高くし、消費電力を削減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す表示装置に含まれる画素回路の回路図である。
【図３】図１に示す表示装置に含まれる出力回路の回路図である。
【図４】図１に示す表示装置における画素回路の駆動方法を示すタイミングチャートであ
る。
【図５】ダイオード接続されたＴＦＴにおけるゲート－ソース間電圧の時間的変化の例を
示す図である。
【図６】参考例に係る表示装置の構成を示すブロック図である。
【図７】図６に示す表示装置に含まれる画素回路の回路図である。
【図８】本発明の第１の実施形態の変形例に係る表示装置の構成を示すブロック図である
。
【図９】図８に示す表示装置に含まれる画素回路の回路図である。
【図１０】図８に示す表示装置に含まれる出力回路の回路図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態に係る表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１２】図１１に示す表示装置に含まれる画素回路の回路図である。
【図１３】図１１に示す表示装置における画素回路の駆動方法を示すタイミングチャート
である。
【図１４】従来の表示装置（第１の例）に含まれる画素回路と出力スイッチの回路図であ
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る。
【図１５】図１４に示す画素回路の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図１６】従来の表示装置（第２の例）に含まれる画素回路の回路図である。
【図１７】マッカダムの色度判別閾を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　図１～図１３を参照して、本発明の実施形態に係る表示装置について説明する。以下に
示す表示装置は、電気光学素子や複数のスイッチング素子を含む画素回路を備えている。
画素回路に含まれるスイッチング素子は、低温ポリシリコンＴＦＴやＣＧシリコンＴＦＴ
やアモルファスシリコンＴＦＴなどで構成することができる。これらＴＦＴの構成や作成
プロセスは公知であるため、ここではその説明を省略する。また、画素回路に含まれる電
気光学素子は、有機ＥＬ素子であるとする。有機ＥＬ素子の構成も公知であるので、ここ
ではその説明を省略する。以下、ｍは３の倍数、ｎは２以上の整数、ｉは１以上ｎ以下の
整数、ｊは１以上ｍ以下の整数、ｋは１以上（ｍ／３）以下の整数であるとする。
【００３８】
　（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る表示装置の構成を示すブロック図である。図１
に示す表示装置１０は、表示制御回路１１、ゲートドライバ回路１２、ソースドライバ回
路１３、電源１４、および、（ｍ×ｎ）個の画素回路２０を備え、ＲＧＢ３色によるカラ
ー表示を行う。
【００３９】
　表示装置１０には、互いに平行なｎ本の走査線Ｇｉと、これに直交する互いに平行なｍ
本のデータ線Ｓｊとが設けられる。画素回路２０は、走査線Ｇｉとデータ線Ｓｊの各交差
点に対応してマトリクス状に配置されている。また、走査線Ｇｉと平行に、互いに平行な
制御線Ｗｉ、Ｒｉがｎ本ずつ配置されている。走査線Ｇｉと制御線Ｗｉ、Ｒｉはゲートド
ライバ回路１２に接続され、データ線Ｓｊはソースドライバ回路１３に接続されている。
さらに、画素回路２０の配置領域には、電源配線Ｖｐと共通陰極Ｖｃｏｍ（いずれも図示
せず）が配置されている。以下、走査線Ｇｉが伸延する方向（図１では横方向）を行方向
、データ線Ｓｊが伸延する方向（図１では縦方向）を列方向という。
【００４０】
　画素回路２０は、赤色を表示するもの、緑色を表示するもの、および、青色を表示する
ものに分類される（以下、それぞれ、Ｒ画素回路、Ｇ画素回路およびＢ画素回路という）
。画素回路２０の各列には、同じ色を表示する画素回路が配置される。具体的には、（３
ｋ－２）列目にはＲ画素回路が配置され、（３ｋ－１）列目にはＧ画素回路が配置され、
３ｋ列目にはＢ画素回路が配置される。以下、（３ｋ－２）～３ｋ列目の画素回路に対応
したデータ線をＳｋ＿Ｒ、Ｓｋ＿Ｇ、Ｓｋ＿Ｂともいう。
【００４１】
　表示制御回路１１は、ゲートドライバ回路１２に対してタイミング信号ＯＥ、スタート
パルスＹＩおよびクロックＹＣＫを出力する。また、表示制御回路１１は、ソースドライ
バ回路１３に対して、スタートパルスＳＰ、クロックＣＬＫ、データ電圧ＤＡおよびラッ
チパルスＬＰを出力する。さらに、表示制御回路１１は、ソースドライバ回路１３に接続
される５本の制御線ＳＣＡＮ１＿Ｒ、ＳＣＡＮ１＿Ｇ、ＳＣＡＮ１＿Ｂ、ＳＣＡＮ２、Ｓ
ＣＡＮ３の電位を制御する。
【００４２】
　ゲートドライバ回路１２とソースドライバ回路１３は、画素回路２０の駆動回路である
。ゲートドライバ回路１２は、シフトレジスタ回路、論理演算回路およびバッファ（いず
れも図示せず）を含んでいる。シフトレジスタ回路は、クロックＹＣＫに同期してスター
トパルスＹＩを順次転送する。論理演算回路は、シフトレジスタ回路の各段から出力され
たパルスとタイミング信号ＯＥとの間で論理演算を行う。論理演算回路の出力は、バッフ
ァを経由して、対応する走査線Ｇｉと制御線Ｗｉ、Ｒｉに与えられる。１本の走査線Ｇｉ
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にはｍ個の画素回路２０が接続されており、画素回路２０は走査線Ｇｉを用いてｍ個ずつ
一括して選択される。
【００４３】
　ソースドライバ回路１３は、ｍビットのシフトレジスタ１５、レジスタ１６、ラッチ１
７、および、ｍ個の出力回路３０を含み、１行分の画素回路２０に同じタイミングで電圧
を書き込む線順次走査を行う。より詳細には、シフトレジスタ１５は、縦続接続されたｍ
個のレジスタを有し、初段のレジスタに供給されたスタートパルスＳＰをクロックＣＬＫ
に同期して転送し、各段のレジスタからタイミングパルスＤＬＰを出力する。タイミング
パルスＤＬＰの出力タイミングに合わせて、レジスタ１６にはアナログのデータ電圧ＤＡ
が供給される。レジスタ１６は、タイミングパルスＤＬＰに従い、データ電圧ＤＡを記憶
する。レジスタ１６に１行分のデータ電圧ＤＡが記憶されると、表示制御回路１１はラッ
チ１７に対してラッチパルスＬＰを出力する。ラッチ１７は、ラッチパルスＬＰを受け取
ると、レジスタ１６に記憶されたデータ電圧を保持する。なお、データ電圧ＤＡは、例え
ば、表示装置１０の外部に設けられたＤ／Ａ変換器（図示せず）においてデジタルの表示
データをアナログ信号に変換することにより得られる。
【００４４】
　出力回路３０は、データ線Ｓｊに対応して設けられる。出力回路３０は、ゲートドライ
バ回路１２によって選択された画素回路２０から出力された電圧をデータ線Ｓｊ経由で受
け取り、受け取った電圧とラッチ１７から出力されたデータ電圧（以下、Ｖｄａｔａとい
う）とに基づく電圧をデータ線Ｓｊに印加する。出力回路３０の作用により、画素回路２
０に含まれる駆動用ＴＦＴの閾値補正を行うことができる（詳細は後述）。
【００４５】
　電源１４は、表示装置１０の各部に電源電圧を供給する。より詳細には、電源１４は、
画素回路２０に対して電源電圧ＶＤＤ、ＶＳＳ（ただし、ＶＤＤ＞ＶＳＳ）を供給すると
共に、出力回路３０に対して初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂと参照
電圧Ｖｒｅｆ＿Ｒ、Ｖｒｅｆ＿Ｇ、Ｖｒｅｆ＿Ｂを供給する。初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖ
ｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂは、駆動用ＴＦＴ２１の閾値補正を行うときに駆動用ＴＦＴ２
１のゲート端子に最初に印加される電圧である。なお、図１では、電源１４と画素回路２
０を接続する配線は省略されている。
【００４６】
　ソースドライバ回路１３は、線順次走査に代えて、各画素回路２０に１つずつ順に電圧
を書き込む点順次走査を行ってもよい。点順次走査を行うときには、ある走査線Ｇｉが選
択されている間、データ線Ｓｊの電圧はデータ線Ｓｊの容量によって保持される。点順次
走査を行うソースドライバ回路の構成は公知であるので、ここでは説明を省略する。
【００４７】
　図２は、画素回路２０の回路図である。図２に示すように、画素回路２０は、駆動用Ｔ
ＦＴ２１、スイッチ用ＴＦＴ２２～２４、有機ＥＬ素子２５、および、コンデンサ２６を
備えている。駆動用ＴＦＴ２１はＰチャネル型のエンハンスメント型、スイッチ用ＴＦＴ
２２、２３はＮチャネル型、スイッチ用ＴＦＴ２４はＰチャネル型である。スイッチ用Ｔ
ＦＴ２２は書き込み用スイッチング素子として機能し、スイッチ用ＴＦＴ２３は補償用ス
イッチング素子として機能する。
【００４８】
　画素回路２０は、電源配線Ｖｐ、共通陰極Ｖｃｏｍ、走査線Ｇｉ、制御線Ｗｉ、Ｒｉ、
および、データ線Ｓｊに接続されている。電源配線Ｖｐには電源１４から供給された電源
電圧ＶＤＤが印加され、共通陰極Ｖｃｏｍには電源１４から供給された電源電圧ＶＳＳが
印加される。共通陰極Ｖｃｏｍは、表示装置１０内のすべての有機ＥＬ素子２５に共通す
る陰極となる。
【００４９】
　画素回路２０では、電源配線Ｖｐと共通陰極Ｖｃｏｍとの間に、電源配線Ｖｐ側から順
に、駆動用ＴＦＴ２１、スイッチ用ＴＦＴ２４および有機ＥＬ素子２５が直列に設けられ
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ている。駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子とデータ線Ｓｊとの間には、スイッチ用ＴＦＴ２
２が設けられている。駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子とドレイン端子との間にはスイッチ
用ＴＦＴ２３が設けられ、駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子と電源配線Ｖｐとの間にはコン
デンサ２６が設けられている。スイッチ用ＴＦＴ２２～２４のゲート端子は、それぞれ、
走査線Ｇｉ、制御線Ｗｉおよび制御線Ｒｉに接続されている。走査線Ｇｉと制御線Ｗｉ、
Ｒｉの電位はゲートドライバ回路１２によって制御され、データ線Ｓｊの電位はソースド
ライバ回路１３によって制御される。以下、駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子が接続される
節点をＡという。
【００５０】
　図３は、出力回路３０の回路図である。出力回路３０は、Ｒ画素回路に対応するもの、
Ｇ画素回路に対応するもの、および、Ｂ画素回路に対応するものに分類される（以下、そ
れぞれ、Ｒ出力回路、Ｇ出力回路およびＢ出力回路という）。図３に示すように、Ｒ出力
回路３０ｒ、Ｇ出力回路３０ｇおよびＢ出力回路３０ｂは、いずれも、Ｎチャネル型のス
イッチ３１～３６とコンデンサ３７を備えている。これら３個の出力回路３０に対応して
、アナログバッファ３８が１個設けられる。アナログバッファ３８は、ボルテージホロワ
回路（ユニティゲインアンプ）である。以下、コンデンサ３７の一方の電極（図３では上
側の電極）が接続される節点をＢ、他方の電極が接続される節点をＣという。
【００５１】
　Ｒ出力回路３０ｒは、以下の構成を有する。スイッチ３１の一端はデータ線Ｓｋ＿Ｒに
接続され、他端は節点Ｂに接続される。スイッチ３２の一端は節点Ｃに接続され、他端に
は参照電圧Ｖｒｅｆ＿Ｒが印加される。スイッチ３３の一端は節点Ｃに接続され、他端に
はラッチ１７から出力されたデータ電圧Ｖｄａｔａが印加される。スイッチ３４の一端は
節点Ｂに接続され、他端はアナログバッファ３８の入力に接続される。スイッチ３５の一
端はデータ線Ｓｋ＿Ｒに接続され、他端はアナログバッファ３８の出力に接続される。ス
イッチ３６の一端はデータ線Ｓｋ＿Ｒに接続され、他端には初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒが印加
される。スイッチ３１、３２のゲート端子は制御線ＳＣＡＮ２に接続され、スイッチ３３
～３５のゲート端子は制御線ＳＣＡＮ１＿Ｒに接続され、スイッチ３６のゲート端子は制
御線ＳＣＡＮ３に接続される。
【００５２】
　Ｇ出力回路３０ｇおよびＢ出力回路３０ｂの構成は、Ｒ出力回路３０ｒと同様である。
ただし、Ｇ出力回路３０ｇでは、スイッチ３１、３５、３６の一端はデータ線Ｓｋ＿Ｇに
接続され、スイッチ３６の他端には初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｇが印加され、スイッチ３３～３
５のゲート端子は制御線ＳＣＡＮ１＿Ｇに接続される。Ｂ出力回路３０ｂでは、スイッチ
３１、３５、３６の一端はデータ線Ｓｋ＿Ｂに接続され、スイッチ３６の他端には初期電
圧Ｖｉｎｔ＿Ｂが印加され、スイッチ３３～３５のゲート端子は制御線ＳＣＡＮ１＿Ｂに
接続される。
【００５３】
　以下、Ｒ画素回路、Ｇ画素回路およびＢ画素回路内の駆動用ＴＦＴ２１の閾値電圧を、
それぞれ、Ｖｔｈ＿Ｒ、Ｖｔｈ＿ＧおよびＶｔｈ＿Ｂ（ただし、いずれも負の値）とする
。また、駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子に閾値電圧が印加されているとき、駆動用ＴＦＴ
２１は閾値状態にあるという。初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒと参照電圧Ｖｒｅｆ＿Ｒは、Ｒ画素
回路内の駆動用ＴＦＴ２１の閾値補正に使用される。同様に、初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｇと参
照電圧Ｖｒｅｆ＿ＧはＧ画素回路内の駆動用ＴＦＴ２１の閾値補正に使用され、初期電圧
Ｖｉｎｔ＿Ｂと参照電圧Ｖｒｅｆ＿ＢはＢ画素回路の駆動用ＴＦＴ２１の閾値補正に使用
される。
【００５４】
　図４は、画素回路２０の駆動方法を示すタイミングチャートである。以下、図４を参照
して、Ｒ出力回路３０ｒ、Ｇ出力回路３０ｇおよびＢ出力回路３０ｂ（以下、総称して３
個の出力回路３０ともいう）を用いて、走査線Ｇｉとデータ線Ｓｋ＿Ｒ、Ｓｋ＿Ｇ、Ｓｋ
＿Ｂに接続された３個の画素回路２０に対して、それぞれのデータ電圧Ｖｄａｔａを書き
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込むときの動作を説明する。図４では、時刻ｔ０から時刻ｔ４までが３個の画素回路２０
の選択期間となる。時刻ｔ２より前では、３個の画素回路２０の駆動用ＴＦＴ２１のゲー
ト端子電位を並列に検知する処理が行われ、時刻ｔ２より後では、３個の画素回路２０に
対して補正後のデータ電圧を順に書き込む処理が行われる。
【００５５】
　時刻ｔ０より前では、走査線Ｇｉと制御線Ｗｉ、Ｒｉの電位はローレベルに制御される
。このため、３個の画素回路２０では、スイッチ用ＴＦＴ２２、２３は非導通状態にあり
、スイッチ用ＴＦＴ２４は導通状態にある。このとき駆動用ＴＦＴ２１は導通状態にある
ので、電源配線Ｖｐから駆動用ＴＦＴ２１とスイッチ用ＴＦＴ２４を経由して有機ＥＬ素
子２５に電流が流れ、有機ＥＬ素子２５は発光する。このように時刻ｔ０より前では、３
個の画素回路２０内の有機ＥＬ素子２５はいずれも発光状態にある。
【００５６】
　時刻ｔ０において走査線Ｇｉと制御線Ｗｉ、Ｒｉの電位がハイレベルに変化すると、３
個の画素回路２０では、スイッチ用ＴＦＴ２２、２３が導通状態に変化し、スイッチ用Ｔ
ＦＴ２４が非導通状態に変化する。また、時刻ｔ０では制御線ＳＣＡＮ３の電位がハイレ
ベルに変化するので、３個の出力回路３０ではスイッチ３６が導通状態に変化する。この
ため、データ線Ｓｋ＿ＲとＲ画素回路内の節点Ａの電位はＶｉｎｔ＿Ｒになる。同様に、
データ線Ｓｋ＿ＧとＧ画素回路内の節点Ａの電位はＶｉｎｔ＿Ｇになり、データ線Ｓｋ＿
ＢとＢ画素回路内の節点Ａの電位はＶｉｎｔ＿Ｂになる。時刻ｔ０以降、３個の画素回路
２０では、駆動用ＴＦＴ２１を通過した電流は、スイッチ用ＴＦＴ２３を経由して節点Ａ
に流れ込む。
【００５７】
　次に時刻ｔ１において制御線ＳＣＡＮ３の電位がローレベルに変化すると、３個の出力
回路ではスイッチ３６が非導通状態に変化する。時刻ｔ１以降も、３個の画素回路２０で
は駆動用ＴＦＴ２１を通過した電流は、スイッチ用ＴＦＴ２３を経由して節点Ａに流れ込
み、節点Ａの電位は駆動用ＴＦＴ２１が導通状態である間は上昇する。このときスイッチ
用ＴＦＴ２２は導通状態にあるので、データ線Ｓｋ＿Ｒ、Ｓｋ＿Ｇ、Ｓｋ＿Ｂの電位は、
３個の画素回路２０内の節点Ａの電位にそれぞれ等しい。
【００５８】
　時刻ｔ０から時刻ｔ２までの間、制御線ＳＣＡＮ１＿Ｒ、ＳＣＡＮ１＿Ｇ、ＳＣＡＮ１
＿Ｂの電位はローレベルに、制御線ＳＣＡＮ２の電位はハイレベルに制御される。このた
め、３個の出力回路３０ではスイッチ３１、３２は導通状態となり、スイッチ３３、３４
は非導通状態となる。したがって、Ｒ出力回路３０ｒでは、節点Ｃの電位はＶｒｅｆ＿Ｒ
になり、節点Ｂの電位はデータ線Ｓｋ＿Ｒの電位およびＲ画素回路内の節点Ａの電位に等
しくなる。同様に、Ｇ出力回路３０ｇでは、節点Ｃの電位はＶｒｅｆ＿Ｇになり、節点Ｂ
の電位はデータ線Ｓｋ＿Ｇの電位およびＧ画素回路内の節点Ａの電位に等しくなる。また
、Ｂ出力回路３０ｂでは、節点Ｃの電位はＶｒｅｆ＿Ｂになり、節点Ｂの電位はデータ線
Ｓｋ＿Ｂの電位およびＢ画素回路内の節点Ａの電位に等しくなる。
【００５９】
　次に時刻ｔ２において制御線Ｗｉの電位がローレベルに変化すると、３個の画素回路２
０ではスイッチ用ＴＦＴ２３が非導通状態に変化する。また、時刻ｔ２では制御線ＳＣＡ
Ｎ２の電位がローレベルに変化するので、３個の出力回路３０ではスイッチ３１、３２が
非導通状態に変化する。時刻ｔ２の直前におけるＲ画素回路、Ｇ画素回路およびＢ画素回
路内の節点Ａの電位を、それぞれ、（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ）、（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｇ）および
（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｂ）とする。ただし、電圧Ｖｘ＿Ｒ、Ｖｘ＿Ｇ、Ｖｘ＿Ｂはいずれも負
の値であり、｜Ｖｘ＿Ｒ｜＞｜Ｖｔｈ＿Ｒ｜、｜Ｖｘ＿Ｇ｜＞｜Ｖｔｈ＿Ｇ｜、｜Ｖｘ＿
Ｂ｜＞｜Ｖｔｈ＿Ｂ｜を満たすとする。
【００６０】
　時刻ｔ２においてスイッチ３１、３２が非導通状態に変化したとき、Ｒ出力回路３０ｒ
内のコンデンサ３７には電圧（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ－Ｖｒｅｆ＿Ｒ）が保持される。同様に
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、Ｇ出力回路３０ｇ内のコンデンサ３７には電圧（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｇ－Ｖｒｅｆ＿Ｇ）が
保持され、Ｂ出力回路３０ｂ内のコンデンサ３７には電圧（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｂ－Ｖｒｅｆ
＿Ｂ）が保持される。
【００６１】
　上述したように、Ｒ画素回路内の節点Ａの電位は、駆動用ＴＦＴ２１が導通状態である
間は上昇する。したがって、十分な時間があれば、Ｒ画素回路内の節点Ａの電位は、駆動
用ＴＦＴ２１のゲート－ソース間電圧が閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒ（負の値）になる（すなわち
、駆動用ＴＦＴ２１が閾値状態になる）まで上昇し、最終的に（ＶＤＤ＋Ｖｔｈ＿Ｒ）に
到達する。しかし、表示装置１０では、駆動用ＴＦＴ２１が導通状態である間に（すなわ
ち、駆動用ＴＦＴ２１が閾値状態になる前に）、時刻ｔ２になる。このため、時刻ｔ２の
直前における節点Ａの電位（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ）は（ＶＤＤ＋Ｖｔｈ＿Ｒ）よりも低い。
電圧Ｖｘ＿Ｒは閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒに応じて変化し、閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒの絶対値が大き
いほど電圧Ｖｘ＿Ｒの絶対値は大きくなる。同様に、時刻ｔ２の直前におけるＧ画素回路
内の節点Ａの電位（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｇ）は（ＶＤＤ＋Ｖｔｈ＿Ｇ）よりも低く、閾値電圧
Ｖｔｈ＿Ｇの絶対値が大きいほど電圧Ｖｘ＿Ｇの絶対値は大きくなる。また、時刻ｔ２の
直前におけるＢ画素回路内の節点Ａの電位（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｂ）は（ＶＤＤ＋Ｖｔｈ＿Ｂ
）よりも低く、閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｂの絶対値が大きいほど電圧Ｖｘ＿Ｂの絶対値は大きく
なる。
【００６２】
　次に時刻ｔ３から時刻ｔ４までの間に、制御線ＳＣＡＮ１＿Ｒ、ＳＣＡＮ１＿Ｇ、ＳＣ
ＡＮ１＿Ｂの電位が所定時間ずつハイレベルになり、これに同期して、ラッチ１７から出
力されるデータ電圧ＶｄａｔａはＶｄ＿Ｒ、Ｖｄ＿Ｇ、Ｖｄ＿Ｂと変化する。
【００６３】
　制御線ＳＣＡＮ１＿Ｒの電位がハイレベルである間、Ｒ出力回路３０ｒ内の節点Ｃには
ラッチ１７から出力されたデータ電圧Ｖｄ＿Ｒが印加され、節点Ｂはスイッチ３４とアナ
ログバッファ３８を介してデータ線Ｓｋ＿Ｒに接続される。Ｒ出力回路３０ｒでは、コン
デンサ３７が電圧（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ－Ｖｒｅｆ＿Ｒ）を保持している間に、節点Ｃの電
位がＶｒｅｆ＿ＲからＶｄ＿Ｒに変化する。したがって、節点Ｂの電位も、同じ量（Ｖｄ
＿Ｒ－Ｖｒｅｆ＿Ｒ）だけ変化して（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ）＋（Ｖｄ＿Ｒ－Ｖｒｅｆ＿Ｒ）
＝（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ＋Ｖｄ＿Ｒ－Ｖｒｅｆ＿Ｒ）となる。このときＲ出力回路３０ｒ内
のスイッチ３４、３５は導通状態にあり、アナログバッファ３８の入力電圧と出力電圧は
等しいので、データ線Ｓｋ＿Ｒの電位はＲ出力回路３０ｒ内の節点Ｂと同じく（ＶＤＤ＋
Ｖｘ＿Ｒ＋Ｖｄ＿Ｒ－Ｖｒｅｆ＿Ｒ）となる。このときＲ画素回路ではスイッチ用ＴＦＴ
２２が導通状態にあるので、節点Ａはデータ線Ｓｋ＿Ｒと同じ電位になる。
【００６４】
　同様に、制御線ＳＣＡＮ１＿Ｇの電位がハイレベルである間、Ｇ出力回路３０ｇ内の節
点Ｂの電位は（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｇ＋Ｖｄ＿Ｇ－Ｖｒｅｆ＿Ｇ）となり、データ線Ｓｋ＿Ｇ
およびＧ画素回路内の節点Ａの電位はこれに等しくなる。また、制御線ＳＣＡＮ１＿Ｂの
電位がハイレベルである間、Ｂ出力回路３０ｂ内の節点Ｂの電位は（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｂ＋
Ｖｄ＿Ｂ－Ｖｒｅｆ＿Ｂ）となり、データ線Ｓｋ＿ＢおよびＢ画素回路内の節点Ａの電位
はこれに等しくなる。
【００６５】
　次に時刻ｔ４において走査線Ｇｉと制御線Ｒｉの電位がローレベルに変化すると、３個
の画素回路２０ではスイッチ用ＴＦＴ２２が非導通状態に変化し、スイッチ用ＴＦＴ２４
が導通状態に変化する。また、時刻ｔ４以降、制御線ＳＣＡＮ１＿Ｒ、ＳＣＡＮ１＿Ｇ、
ＳＣＡＮ１＿Ｂの電位はローレベルになるので、３個の出力回路３０ではスイッチ３３、
３４は非導通状態になる。
【００６６】
　時刻ｔ４において、Ｒ画素回路内のコンデンサ２６には、駆動用ＴＦＴ２１のゲート－
ソース間電圧（Ｖｘ＿Ｒ＋Ｖｄ＿Ｒ－Ｖｒｅｆ＿Ｒ）が保持される。同様に、Ｇ画素回路
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内のコンデンサ２６には電圧（Ｖｘ＿Ｇ＋Ｖｄ＿Ｇ－Ｖｒｅｆ＿Ｇ）が保持され、Ｂ画素
回路内のコンデンサ２６には電圧（Ｖｘ＿Ｂ＋Ｖｄ＿Ｂ－Ｖｒｅｆ＿Ｂ）が保持される。
なお、制御線Ｒｉに与えられるオン電位（ローレベル電位）は、スイッチ用ＴＦＴ２４が
線形領域で動作するように決定される。
【００６７】
　時刻ｔ４以降、３個の画素回路２０内のコンデンサ２６に保持された電圧は変化しない
。このため、Ｒ画素回路内の節点Ａの電位は（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ＋Ｖｄ＿Ｒ－Ｖｒｅｆ＿
Ｒ）のままである。同様に、Ｇ画素回路内の節点Ａの電位は（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｇ＋Ｖｄ＿
Ｇ－Ｖｒｅｆ＿Ｇ）のままであり、Ｂ画素回路内の節点Ａの電位は（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｂ＋
Ｖｄ＿Ｂ－Ｖｒｅｆ＿Ｂ）のままである。したがって、３個の画素回路２０では、時刻ｔ
４以降、次に制御線Ｒｉの電位がハイレベルとなるまで、電源配線Ｖｐから駆動用ＴＦＴ
２１とスイッチ用ＴＦＴ２４を経由して有機ＥＬ素子２５に電流が流れ、有機ＥＬ素子２
５は発光する。このときに駆動用ＴＦＴ２１を流れる電流の量は節点Ａの電位に応じて増
減するが、以下に示すように、駆動用ＴＦＴ２１の閾値電圧が異なっていてもデータ電圧
が同じであれば電流量を同じにすることができる。
【００６８】
　例として、Ｒ画素回路について説明する。Ｒ画素回路内の駆動用ＴＦＴ２１を飽和領域
で動作させたとき、ドレイン－ソース間を流れる電流ＩELは、チャネル長変調効果を無視
すれば、次式（１）で与えられる。
　　ＩEL＝－１／２・Ｗ／Ｌ・Ｃｏｘ・μ
　　　　　×（Ｖｇ－ＶＤＤ－Ｖｔｈ＿Ｒ）2   …（１）
　ただし、上式（１）において、Ｗ／Ｌは駆動用ＴＦＴ２１のアスペクト比、Ｃｏｘはゲ
ート容量、μは移動度、Ｖｇはゲート端子電位（節点Ａの電位）である。
【００６９】
　式（１）に示す電流ＩELは、一般には、閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒに応じて変動する。Ｒ画素
回路では、有機ＥＬ素子２５が発光するときに駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子電位Ｖｇは
（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ＋Ｖｄ＿Ｒ－Ｖｒｅｆ＿Ｒ）となるので、電流ＩELは次式（２）に示
すようになる。
　　ＩEL＝－１／２・Ｗ／Ｌ・Ｃｏｘ・μ・｛Ｖｄ＿Ｒ
　　　　　－Ｖｒｅｆ＿Ｒ＋（Ｖｘ＿Ｒ－Ｖｔｈ＿Ｒ）｝2   …（２）
　式（２）において電圧Ｖｘ＿Ｒが閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒに一致すれば、電流ＩELは閾値電
圧Ｖｔｈ＿Ｒには依存しない。また、電圧Ｖｘ＿Ｒが閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒに一致しなくて
も、両者の差が一定であれば、電流ＩELは閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒには依存しない。
【００７０】
　表示装置１０では、Ｒ画素回路内の２つのＴＦＴ間で電圧Ｖｘ＿Ｒの差が閾値電圧Ｖｔ
ｈ＿Ｒの差とほぼ同じになるように、閾値補正期間（時刻ｔ１から時刻ｔ２までの期間）
の長さや初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒのレベルが決定される。このため、式（２）に含まれる電
圧差（Ｖｘ＿Ｒ－Ｖｔｈ＿Ｒ）はほぼ一定になる。したがって、Ｒ画素回路では、閾値電
圧Ｖｔｈ＿Ｒの値にかかわらず、有機ＥＬ素子２５にはデータ電圧Ｖｄ＿Ｒに応じた量の
電流が流れ、有機ＥＬ素子２５はデータ電圧Ｖｄ＿Ｒに応じた輝度で発光する。
【００７１】
　同様に、Ｇ画素回路では、閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｇの値にかかわらず、有機ＥＬ素子２５に
はデータ電圧Ｖｄ＿Ｇに応じた量の電流が流れ、有機ＥＬ素子２５はデータ電圧Ｖｄ＿Ｇ
に応じた輝度で発光する。また、Ｂ画素回路では、閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｂの値にかかわらず
、有機ＥＬ素子２５にはデータ電圧Ｖｄ＿Ｂに応じた量の電流が流れ、有機ＥＬ素子２５
はデータ電圧Ｖｄ＿Ｂに応じた輝度で発光する。表示装置１０では、閾値補正は画素回路
２０の外部に設けられた出力回路３０によって行われるが、出力回路３０には複雑な論理
回路やメモリなどを設ける必要がない。
【００７２】
　以下、初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂについて説明する。画素回
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路２０では、図４に示す時刻ｔ０でスイッチ用ＴＦＴ２３が導通状態になると、駆動用Ｔ
ＦＴ２１はダイオード接続された状態になる。従来の有機ＥＬディスプレイでは、駆動用
ＴＦＴがダイオード接続されてから、駆動用ＴＦＴのゲート－ソース間電圧Ｖｇｓが閾値
電圧Ｖｔｈに十分に近づくまでの期間が、閾値補正期間となる。電圧Ｖｇｓが閾値電圧Ｖ
ｔｈに十分に近づけば、２つの駆動用ＴＦＴ間の閾値電圧の差を検出できるからである。
【００７３】
　ところが、高精細の表示装置では、画素回路の選択期間が短く、選択期間内に電圧Ｖｇ
ｓを閾値電圧Ｖｔｈに十分に近づけられないことがある。特に、本実施形態に係る表示装
置１０では、駆動用ＴＦＴ２１の閾値電圧Ｖｔｈを検知するときに、コンデンサ３７とデ
ータ線Ｓｊの寄生容量を充電する必要があるので、選択期間内に閾値電圧を検知する処理
と補正後のデータ電圧を書き込む処理を行うためには工夫が必要である。
【００７４】
　そこで表示装置１０では、補正後のデータ電圧を書き込む処理を開始する前に閾値電圧
のばらつきを検知するために、スイッチ３６の作用によりデータ線Ｓｋ＿Ｒ、Ｓｋ＿Ｇ、
Ｓｋ＿Ｂに、それぞれ、初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂが固定的に
与えられる。これにより、駆動用ＴＦＴ２１の閾値電圧Ｖｔｈに応じた電圧がデータ線Ｓ
ｊに出力されるまでの時間を短縮することができる。したがって、閾値補正期間が短い場
合でも、補正効果のばらつきを抑え、画質を向上させることができる。
【００７５】
　初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂは、閾値補正期間の長さや閾値補
正に要求される精度などに基づき決定される。スイッチ用ＴＦＴ２３が導通状態にあり、
駆動用ＴＦＴ２１がダイオード接続されているとき、駆動用ＴＦＴ２１の電流バランスに
関して次式（３）が成立する。
【数１】

　ただし、式（３）において、ｋは定数、Ｃは保持容量と信号線容量の和である。
【００７６】
　この微分方程式を解くと、次式（４）が得られる。

【数２】

　ただし、式（４）において、Ｖｇｓ０は電圧Ｖｇｓの初期値である。
【００７７】
　閾値電圧がΔＶｔｈだけ異なる２つのＴＦＴを考えたとき、所定時間経過後に２つのＴ
ＦＴ間で電圧Ｖｇｓの差がΔＶｔｈに近ければ、各ＴＦＴの閾値電圧を検出できたと言え
る。電圧Ｖｇｓの差は、次式（５）で与えられる。

【数３】

　したがって、許容時間内に式（５）に示すΔＶｇｓ（ｔ）がΔＶｔｈに十分に近づくよ
うに電圧Ｖｇｓの初期値Ｖｇｓ０を決定し、それに応じて初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎ
ｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｒを求めればよい。
【００７８】
　図５は、ダイオード接続された駆動用ＴＦＴのゲート－ソース間電圧Ｖｇｓの時間的変
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化の例を示す図である。図５には、閾値電圧が異なる２個のＴＦＴ（Ｖｔｈ＝－０．８Ｖ
とＶｔｈ＝－１．０Ｖ）に対して、予め２種類の電圧Ｖｇｓ０（Ｖｇｓ０＝－５ＶとＶｇ
ｓ０＝－１．５Ｖ）を与え、その後にソース端子とドレイン端子を短絡してＴＦＴをダイ
オード接続したときのゲート－ソース間電圧Ｖｇｓの変化が記載されている。
【００７９】
　２個のＴＦＴに予め電圧Ｖｇｓ０を与え、３０μｓ経過後の電圧Ｖｇｓの絶対値｜Ｖｇ
ｓ｜を比較する。｜Ｖｇｓ０｜＝５Ｖの場合、３０μｓ後に２つの値｜Ｖｇｓ｜はそれぞ
れの最終値（０．８Ｖと１．０Ｖ）から離れているが、両者の差は既に最終値（０．２Ｖ
）にほぼ等しくなっている。これに対して、｜Ｖｇｓ０｜＝１．５Ｖの場合、３０μｓ後
に２つの値｜Ｖｇｓ｜はそれぞれの最終値に接近しているが、両者の差は依然として最終
値から離れている。このように｜Ｖｇｓ０｜が大きいときほど、２つの値｜Ｖｇｓ｜の差
は速く増大するので、閾値補正期間を短くすることができる。したがって、高い精度で閾
値補正を行うためには、｜Ｖｇｓ０｜を大きくすることが好ましい。一方、｜Ｖｇｓ０｜
を大きくすると、データ線Ｓｊとコンデンサ３７の充放電によって消費電力が増加する。
【００８０】
　この点を考慮して、表示装置１０では、３種類の初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ
、Ｖｉｎｔ＿Ｂが使用される。Ｒ画素回路には初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒが使用され、Ｇ画素
回路には初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｇが使用され、Ｂ画素回路には初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｂが使用
される。これら３種類の初期電圧は、以下のようにして決定される。以下、Ｒ画素回路内
の駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子に初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒを印加したときのゲート－ソー
ス間電圧（ＶＤＤ－Ｖｉｎｔ＿Ｒ）をＶｇｓ０＿Ｒという。同様に、Ｇ画素回路内の駆動
用ＴＦＴ２１のゲート端子に初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｇを印加したときのゲート－ソース間電
圧をＶｇｓ０＿Ｇといい、Ｂ画素回路内の駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子に初期電圧Ｖｉ
ｎｔ＿Ｂを印加したときのゲート－ソース間電圧をＶｇｓ０＿Ｂという。
【００８１】
　表示装置１０では、初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂのうち、少な
くとも２つが互いに異なるように設定される。具体的には、Ｇ画素回路用の初期電圧Ｖｉ
ｎｔ＿ＧとＢ画素回路用の初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｂが異なり、｜Ｖｇｓ０＿Ｇ｜＜｜Ｖｇｓ
０＿Ｂ｜を満たすことが好ましい。また、初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎ
ｔ＿Ｂが互いにすべて異なり、｜Ｖｇｓ０＿Ｇ｜＜｜Ｖｇｓ０＿Ｒ｜＜｜Ｖｇｓ０＿Ｂ｜
を満たすことがより好ましい。初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂは、
いずれも電源電圧ＶＤＤよりも低いレベルに設定される。このように初期電圧Ｖｉｎｔ＿
Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂを設定した場合、スイッチ用ＴＦＴ２３の導通期間にス
イッチ用ＴＦＴ２３を流れる電流は、３種類の画素回路の中でＢ画素回路において最大と
なり、Ｇ画素回路において最小となる。
【００８２】
　以下、参考例に係る表示装置と対比して、本実施形態に係る表示装置１０の効果を説明
する。図６は、参考例に係る表示装置の構成を示すブロック図である。図６に示す表示装
置１１０は、出力回路３０を含むソースドライバ回路１３に代えて、出力回路１１５を含
むソースドライバ回路１１３を備えている。図７は、出力回路１１５の回路図である。図
６に示す電源１１４は、画素回路２０に対して電源電圧ＶＤＤ、ＶＳＳを供給すると共に
、出力回路１１５に対して初期電圧Ｖｉｎｔと参照電圧Ｖｒｅｆを１種類ずつ供給する。
表示装置１１０は、表示装置１０と同じタイミングチャート（図４）に従って動作する。
なお、表示装置１１０は、本出願と出願人および発明者が共通する別の出願（国際特許出
願ＰＣＴ／２００７／６９１８４）に記載されたものである。
【００８３】
　本実施形態に係る表示装置１０と参考例に係る表示装置１１０では、駆動用ＴＦＴ２１
の閾値補正を行うときに、駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子に初期電圧が印加される。この
とき、上述したように、駆動用ＴＦＴ２１のゲート－ソース間電圧の初期値の絶対値｜Ｖ
ｇｓ０｜が大きくなる初期電圧を使用すれば、閾値補正の精度が高くなり、｜Ｖｇｓ０｜
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が小さくなる初期電圧を使用すれば、消費電力が減少する。
【００８４】
　参考例に係る表示装置１１０では、装置全体で１種類の初期電圧Ｖｉｎｔが使用される
。このため、緑色を基準として初期電圧Ｖｉｎｔを決定すると、｜Ｖｇｓ０｜は小さくな
り、消費電力は減少するが、青色や赤色では閾値補正の精度が不十分となり、画質が低下
する。一方、青色を基準として初期電圧Ｖｉｎｔを決定すると、｜Ｖｇｓ０｜は大きくな
り、画質は良くなるが、青色よりも鈍感にしか判別できない緑色や赤色についても同じ初
期電圧を使用するために、消費電力が必要以上に増大する。
【００８５】
　これに対して、本実施形態に係る表示装置１０では、複数の初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖ
ｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂが使用され、このうち少なくとも２つ以上が異なっている。こ
のため、例えば、Ｂ画素回路には｜Ｖｇｓ０｜が大きくなる初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｂを使用
し、Ｇ画素回路には｜Ｖｇｓ０｜が小さくなる初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｇを使用することがで
きる。これにより、人間が色度の違いに敏感な青色については、駆動用ＴＦＴ２１のゲー
ト端子とソース端子との間に大きな初期電位差を与え、閾値補正を高い精度で行い、画質
を高くすることができる。一方、人間が色度の違いに鈍感な緑色については、駆動用ＴＦ
Ｔ２１のゲート端子とソース端子との間に小さな初期電位差を与え、信号線の過剰な充放
電を減らし、消費電力を削減することができる。また、｜Ｖｇｓ０＿Ｇ｜＜｜Ｖｇｓ０＿
Ｒ｜＜｜Ｖｇｓ０＿Ｂ｜を満たす初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂを
使用すれば、上記の効果をさらに高めることができる。
【００８６】
　このように本実施形態に係る表示装置１０によれば、駆動用ＴＦＴ２１の閾値補正を行
うときに、表示色に応じた初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂを使用す
ることにより、駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子とソース端子との間に与える初期電位差を
人間の視覚特性を考慮して表示色に応じて切り替え、画質を高くし、消費電力を削減する
ことができる。
【００８７】
　また、表示色に応じて異なる初期電圧を使用するときには、データ電圧Ｖｄａｔａのゼ
ロ点を揃えることが好ましい。例えば、図５に示す例では、３０μｓ経過後の駆動用ＴＦ
Ｔのゲート－ソース間電圧の絶対値｜Ｖｇｓ｜は、｜Ｖｇｓ０｜＝５Ｖの場合でも｜Ｖｇ
ｓ０｜＝１．５Ｖの場合でも、最終値と異なっている。このため、表示色に応じて異なる
初期電圧を使用して所定時間経過後の駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子電圧を検出すると、
検出された電圧には表示色に応じて異なるオフセットが加算される。この結果、例えば、
黒表示を行うときに、Ｒ画素回路とＧ画素回路は完全な黒色になるが、Ｂ画素回路は完全
な黒色にならないなどの現象が起こり得る。
【００８８】
　そこで、本実施形態に係る表示装置１０では、複数の参照電圧Ｖｒｅｆ＿Ｒ、Ｖｒｅｆ
＿Ｇ、Ｖｒｅｆ＿Ｂが使用される。式（２）に示すように、駆動用ＴＦＴ２１のドレイン
－ソース間を流れる電流ＩELは、参照電圧Ｖｒｅｆ＿Ｒなどに依存する。したがって、参
照電圧Ｖｒｅｆ＿Ｒ、Ｖｒｅｆ＿Ｇ、Ｖｒｅｆ＿Ｂを調整することにより、各色のデータ
電圧Ｖｄａｔａのゼロ点を揃え、データ電圧の振幅を揃えることができる。このように表
示装置１０の内部でデータ電圧のゼロ点を揃えることにより、表示装置１０の外部で行わ
れるＤ／Ａ変換を簡単化することができる。
【００８９】
　なお、上述した表示装置１０では、駆動用ＴＦＴ２１のゲート端子とソース端子との間
に表示色に応じた初期電位差を与えるために、データ線に印加する初期電圧を表示色に応
じて切り替えることとしたが、これに代えて、駆動用ＴＦＴ２１のソース端子に印加され
る電源電圧を表示色に応じて切り替えてもよい。図８は、本発明の第１の実施形態の変形
例に係る表示装置の構成を示すブロック図である。図８に示す表示装置４０は、出力回路
３０を含むソースドライバ回路１３に代えて、出力回路４５を含むソースドライバ回路４
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３を備え、電源１４に代えて電源４４を備えている。図９は表示装置４０に含まれる画素
回路２０の回路図であり、図１０は出力回路４５の回路図である。
【００９０】
　図８に示す電源４４は、画素回路２０に対して電源電圧ＶＤＤ＿Ｒ、ＶＤＤ＿Ｇ、ＶＤ
Ｄ＿Ｂ、ＶＳＳを供給すると共に、出力回路３０に対して初期電圧Ｖｉｎｔと参照電圧Ｖ
ｒｅｆ＿Ｒ、Ｖｒｅｆ＿Ｇ、Ｖｒｅｆ＿Ｂを供給する。図９に示すように、Ｒ画素回路２
０ｒは電源配線Ｖｐ＿Ｒに接続され、Ｇ画素回路２０ｇは電源配線Ｖｐ＿Ｇに接続され、
Ｂ画素回路２０ｂは電源配線Ｖｐ＿Ｂに接続される。電源配線Ｖｐ＿Ｒには電源４４から
供給された電源電圧ＶＤＤ＿Ｒが印加され、電源配線Ｖｐ＿Ｇには電源４４から供給され
た電源電圧ＶＤＤ＿Ｇが印加され、電源配線Ｖｐ＿Ｂには電源４４から供給された電源電
圧ＶＤＤ＿Ｂが印加される。図１０に示すＲ出力回路４５ｒ、Ｇ出力回路４５ｇおよびＢ
出力回路４５ｂでは、スイッチ３６の一方の端子には電源４４から供給された同じ初期電
圧Ｖｉｎｔが印加される。
【００９１】
　表示装置４０では、電源電圧ＶＤＤ＿Ｒ、ＶＤＤ＿Ｇ、ＶＤＤ＿Ｂのうち、少なくとも
２つが互いに異なるように設定される。具体的には、Ｇ画素回路用の電源電圧ＶＤＤ＿Ｇ
とＢ画素回路用の初期電圧ＶＤＤ＿Ｂが異なり、｜Ｖｇｓ０＿Ｇ｜＜｜Ｖｇｓ０＿Ｂ｜を
満たすことが好ましい。また、電源電圧ＶＤＤ＿Ｒ、ＶＤＤ＿Ｇ、ＶＤＤ＿Ｂが互いにす
べて異なり、｜Ｖｇｓ０＿Ｇ｜＜｜Ｖｇｓ０＿Ｒ｜＜｜Ｖｇｓ０＿Ｂ｜を満たす（すなわ
ち、ＶＤＤ＿Ｇ＜ＶＤＤ＿Ｒ＜ＶＤＤ＿Ｂを満たす）ことがより好ましい。
【００９２】
　このように構成された表示装置４０でも、表示色に応じた電源電圧ＶＤＤ＿Ｒ、ＶＤＤ
＿Ｇ、ＶＤＤ＿Ｂを使用することにより、駆動用ＴＦＴ２１の閾値補正を行うときに、駆
動用ＴＦＴ２１のゲート端子とソース端子との間に与える初期電位差を人間の視覚特性を
考慮して表示色に応じて切り替え、画質を高くし、消費電力を削減することができる。ま
た、複数の参照電圧Ｖｒｅｆ＿Ｒ、Ｖｒｅｆ＿Ｇ、Ｖｒｅｆ＿Ｂを用いることにより、表
示装置４０の内部でデータ電圧のゼロ点を揃え、表示装置４０の外部で行われるＤ／Ａ変
換を簡単化することができる。
【００９３】
　なお、以上の説明では、３本のデータ線Ｓｋ＿Ｒ、Ｓｋ＿Ｇ、Ｓｋ＿Ｂに対応してアナ
ログバッファを設けることとしたが、アナログバッファをｐ（ｐは１以上の任意の整数）
本のデータ線に対応して設けてもよい。
【００９４】
　（第２の実施形態）
　図１１は、本発明の第２の実施形態に係る表示装置の構成を示すブロック図である。図
１１に示す表示装置５０は、表示制御回路５１、ゲートドライバ回路５２、ソースドライ
バ回路５３、電源５４、および、（ｍ×ｎ）個の画素回路６０を備え、ＲＧＢ３色による
カラー表示を行う。本実施形態の構成要素のうち第１の実施形態と同一の要素については
、同一の参照符号を付して説明を省略し、以下では第１の実施形態に係る表示装置１０と
の相違点を説明する。
【００９５】
　表示装置５０には、互いに平行なｎ本の走査線ＧＡｉと、これに直交する互いに平行な
ｍ本のデータ線Ｓｊとが設けられる。画素回路６０は、走査線ＧＡｉとデータ線Ｓｊの各
交差点に対応してマトリクス状に配置されている。また、走査線ＧＡｉと平行に、互いに
平行な走査線ＧＢｉと制御線Ｅｉがｎ本ずつ配置されている。走査線ＧＡｉ、ＧＢｉと制
御線Ｅｉはゲートドライバ回路５２に接続され、データ線Ｓｊはソースドライバ回路５３
に接続されている。画素回路６０の配置領域には、電源配線Ｖｐ、共通陰極Ｖｃｏｍおよ
び３系統のプリチャージ線（いずれも図示せず）が配置されている。
【００９６】
　第１の実施形態と同様に、画素回路６０はＲ画素回路、Ｇ画素回路およびＢ画素回路に
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分類される。（３ｋ－２）列目にはＲ画素回路が配置され、（３ｋ－１）列目にはＧ画素
回路が配置され、３ｋ列目にはＢ画素回路が配置される。
【００９７】
　表示制御回路５１は、第１の実施形態に係る表示制御回路１１から制御線ＳＣＡＮ１＿
Ｒ、ＳＣＡＮ１＿Ｇ、ＳＣＡＮ１＿Ｂ、ＳＣＡＮ２、ＳＣＡＮ３の電位を制御する機能を
削除したものである。ゲートドライバ回路５２は、第１の実施形態に係るゲートドライバ
回路１２と同様の構成を有し、走査線ＧＡｉ、ＧＢｉと制御線Ｅｉの電位を制御する。ソ
ースドライバ回路５３は、ｍビットのシフトレジスタ１５、レジスタ１６、ラッチ１７、
および、ｍ個のアナログバッファ５５を含み、線順次走査を行う。アナログバッファ５５
は、ボルテージホロワ回路（ユニティゲインアンプ）であり、データ線Ｓｊに対応して設
けられる。
【００９８】
　電源５４は、表示装置５０の各部に電源電圧を供給する。より詳細には、電源５４は、
画素回路６０に対して電源電圧ＶＤＤ、ＶＳＳを供給すると共に、画素回路６０に対して
初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂを供給する。なお、図１１では、電
源５４と画素回路６０を接続する配線は省略されている。
【００９９】
　図１２は、画素回路６０の回路図である。図１２には、Ｒ画素回路６０ｒ、Ｇ画素回路
６０ｇおよびＢ画素回路６０ｂ（以下、総称して３個の画素回路６０ともいう）が記載さ
れている。図１２に示すように、３個の画素回路６０は、いずれも、駆動用ＴＦＴ６１、
スイッチ用ＴＦＴ６２～６６、有機ＥＬ素子６７、および、コンデンサ６８を備えている
。駆動用ＴＦＴ６１はＰチャネル型のエンハンスメント型、スイッチ用ＴＦＴ６２～６６
はＰチャネル型である。スイッチ用ＴＦＴ６２は書き込み用スイッチング素子として機能
し、スイッチ用ＴＦＴ６３は補償用スイッチング素子として機能し、スイッチ用ＴＦＴ６
５、６６は初期化用スイッチング素子として機能する。
【０１００】
　Ｒ画素回路６０ｒは、電源配線Ｖｐ、共通陰極Ｖｃｏｍ、１本のプリチャージ線、走査
線ＧＡｉ、ＧＢｉ、制御線Ｅｉ、および、データ線Ｓｋ＿Ｒに接続されている。電源配線
Ｖｐには電源５４から供給された電源電圧ＶＤＤが印加され、共通陰極Ｖｃｏｍには電源
５４から供給された電源電圧ＶＳＳが印加され、プリチャージ線には電源５４から供給さ
れた初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒが印加される。共通陰極Ｖｃｏｍは、表示装置５０内のすべて
の有機ＥＬ素子６７に共通する陰極となる。
【０１０１】
　Ｒ画素回路６０ｒでは、電源配線Ｖｐと共通陰極Ｖｃｏｍとの間に、電源配線Ｖｐ側か
ら順に、駆動用ＴＦＴ６１、スイッチ用ＴＦＴ６４および有機ＥＬ素子６７が直列に設け
られている。駆動用ＴＦＴ６１のゲート端子とデータ線Ｓｋ＿Ｒとの間には、ゲート端子
側から順に、コンデンサ６８とスイッチ用ＴＦＴ６２が直列に設けられている。以下、コ
ンデンサ６８の一方の電極（駆動用ＴＦＴ６１側の電極）が接続される節点をＤ、他方の
電極が接続される節点をＥという。駆動用ＴＦＴ６１のゲート端子とドレイン端子との間
にはスイッチ用ＴＦＴ６３が設けられ、節点Ｅと初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒが印加されたプリ
チャージ線との間にはスイッチ用ＴＦＴ６５が設けられ、駆動用ＴＦＴ６１のドレイン端
子と当該プリチャージ線との間にはスイッチ用ＴＦＴ６６が設けられている。スイッチ用
ＴＦＴ６２、６３のゲート端子は走査線ＧＡｉに接続され、スイッチ用ＴＦＴ６６のゲー
ト端子は走査線ＧＢｉに接続され、スイッチ用ＴＦＴ６４、６５のゲート端子は制御線Ｅ
ｉに接続されている。
【０１０２】
　Ｇ画素回路６０ｇとＢ画素回路６０ｂの構成は、Ｒ画素回路６０ｒと同様である。ただ
し、Ｇ画素回路６０ｇでは、スイッチ用ＴＦＴ６５、６６の一端は、初期電圧Ｖｉｎｔ＿
Ｇが印加されたプリチャージ線に接続される。また、Ｂ画素回路６０ｂでは、スイッチ用
ＴＦＴ６５、６６の一端は、初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｂが印加されたプリチャージ線に接続さ
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れる。
【０１０３】
　以下、Ｒ画素回路６０ｒ、Ｇ画素回路６０ｇおよびＢ画素回路６０ｂ内の駆動用ＴＦＴ
６１の閾値電圧を、それぞれ、Ｖｔｈ＿Ｒ、Ｖｔｈ＿ＧおよびＶｔｈ＿Ｂ（ただし、いず
れも負の値）とする。初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒは、Ｒ画素回路６０ｒ内の駆動用ＴＦＴ６１
の閾値補正に使用される。同様に、初期電圧Ｖｉｎｔ＿ＧはＧ画素回路６０ｇ内の駆動用
ＴＦＴ６１の閾値補正に使用され、初期電圧Ｖｉｎｔ＿ＢはＢ画素回路６０ｂ内の駆動用
ＴＦＴ６１の閾値補正に使用される。
【０１０４】
　図１３は、画素回路６０の駆動方法を示すタイミングチャートである。以下、図１３を
参照して、３個のアナログバッファ５５を用いて、走査線Ｇｉとデータ線Ｓｋ＿Ｒ、Ｓｋ
＿Ｇ、Ｓｋ＿Ｂに接続された３個の画素回路６０に対して、それぞれのデータ電圧Ｖｄａ
ｔａを書き込むときの動作を説明する。図１３では、時刻ｔ０から時刻ｔ４までが３個の
画素回路６０の選択期間となる。時刻ｔ２より前では、３個の画素回路６０の駆動用ＴＦ
Ｔ６１のゲート端子電位を並列に検知する処理が行われ、時刻ｔ２より後では、３個の画
素回路６０に対してそれぞれのデータ電圧を並列に書き込む処理が行われる。
【０１０５】
　時刻ｔ０より前では、走査線ＧＡｉ、ＧＢｉの電位はハイレベルに、制御線Ｅｉの電位
はローレベルに制御される。このため、３個の画素回路６０では、スイッチ用ＴＦＴ６２
、６３、６６は非導通状態にあり、スイッチ用ＴＦＴ６４、６５は導通状態にある。この
とき駆動用ＴＦＴ６１は導通状態にあるので、電源配線Ｖｐから駆動用ＴＦＴ６１とスイ
ッチ用ＴＦＴ６４を経由して有機ＥＬ素子６７に電流が流れ、有機ＥＬ素子６７は発光す
る。このように時刻ｔ０より前では、３個の画素回路６０内の有機ＥＬ素子６７はいずれ
も発光状態にある。
【０１０６】
　時刻ｔ０において制御線Ｅｉの電位がハイレベルに変化すると、３個の画素回路６０で
はスイッチ用ＴＦＴ６４、６５が非導通状態に変化する。このため、電源配線Ｖｐから有
機ＥＬ素子６７に流れる電流は遮断され、有機ＥＬ素子６７は発光を停止する。
【０１０７】
　次に時刻ｔ１において走査線ＧＡｉ、ＧＢｉの電位がローレベルに変化すると、３個の
画素回路６０ではスイッチ用ＴＦＴ６２、６３、６６が導通状態に変化する。このため、
節点Ｄはスイッチ用ＴＦＴ６３、６６を介してプリチャージ線に接続され、節点Ｅはスイ
ッチ用ＴＦＴ６２を介してデータ線Ｓｊに接続される。走査線ＧＡｉの電位がローレベル
である間、データ線Ｓｋ＿Ｒ、Ｓｋ＿Ｇ、Ｓｋ＿Ｂには、それぞれ、ラッチ１７から出力
されたデータ電圧Ｖｄ＿Ｒ、Ｖｄ＿Ｇ、Ｖｄ＿Ｂが印加される。したがって、Ｒ画素回路
６０ｒでは、節点Ｄの電位はＶｉｎｔ＿Ｒとなり、節点Ｅの電位はＶｄ＿Ｒとなる。同様
に、Ｇ画素回路６０ｇでは節点Ｄの電位はＶｉｎｔ＿Ｇとなり、節点Ｅの電位はＶｄ＿Ｇ
となる。また、Ｂ画素回路６０ｂでは節点Ｄの電位はＶｉｎｔ＿Ｂとなり、節点Ｅの電位
はＶｄ＿Ｂとなる。
【０１０８】
　次に時刻ｔ２において走査線ＧＢｉの電位がハイレベルに変化すると、３個の画素回路
６０ではスイッチ用ＴＦＴ６６が非導通状態に変化する。時刻ｔ２以降、電源配線Ｖｐか
ら駆動用ＴＦＴ６１とスイッチ用ＴＦＴ６３を経由して駆動用ＴＦＴ６１のゲート端子に
電流が流れ込み、節点Ｄの電位は駆動用ＴＦＴ６１が導通状態である間は上昇する。
【０１０９】
　次に時刻ｔ３において走査線ＧＡｉの電位がハイレベルに変化すると、３個の画素回路
６０ではスイッチ用ＴＦＴ６２、６３が非導通状態に変化する。時刻ｔ３の直前における
Ｒ画素回路６０ｒ、Ｇ画素回路６０ｇおよびＢ画素回路６０ｂ内の節点Ｄの電位を（ＶＤ
Ｄ＋Ｖｘ＿Ｒ）、（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｇ）および（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｂ）とする。ただし、電
圧Ｖｘ＿Ｒ、Ｖｘ＿Ｇ、Ｖｘ＿Ｂは負の値であり、｜Ｖｘ＿Ｒ｜＞｜Ｖｔｈ＿Ｒ｜、｜Ｖ
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ｘ＿Ｇ｜＞｜Ｖｔｈ＿Ｇ｜、｜Ｖｘ＿Ｂ｜＞｜Ｖｔｈ＿Ｂ｜を満たすとする。
【０１１０】
　時刻ｔ３においてスイッチ用ＴＦＴ６２、６３が非導通状態に変化したとき、Ｒ画素回
路６０ｒ内のコンデンサ６８には電圧（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ－Ｖｄ＿Ｒ）が保持される。同
様に、Ｇ画素回路６０ｇ内のコンデンサ６８には電圧（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｇ－Ｖｄ＿Ｇ）が
保持され、Ｂ画素回路６０ｂ内のコンデンサ６８には電圧（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｂ－Ｖｄ＿Ｂ
）が保持される。
【０１１１】
　上述したように、Ｒ画素回路６０ｒ内の節点Ｄの電位は、駆動用ＴＦＴ６１が導通状態
である間は上昇する。したがって、十分な時間があれば、Ｒ画素回路６０ｒ内の節点Ｄの
電位は、駆動用ＴＦＴ６１のゲート－ソース間電圧が閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒ（負の値）にな
る（駆動用ＴＦＴ６１が閾値状態になる）まで上昇し、最終的に（ＶＤＤ＋Ｖｔｈ＿Ｒ）
に到達する。しかし、表示装置５０では、駆動用ＴＦＴ６１が導通状態である間に、時刻
ｔ３になる。このため、時刻ｔ３の直前における節点Ｄの電位（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ）は（
ＶＤＤ＋Ｖｔｈ＿Ｒ）よりも低い。電圧Ｖｘ＿Ｒは閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒに応じて変化し、
閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒの絶対値が大きいほど電圧Ｖｘ＿Ｒの絶対値は大きくなる。同様に、
時刻ｔ３の直前におけるＧ画素回路６０ｇ内の節点Ｄの電位（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｇ）は（Ｖ
ＤＤ＋Ｖｔｈ＿Ｇ）よりも低く、閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｇの絶対値が大きいほど電圧Ｖｘ＿Ｇ
の絶対値は大きくなる。また、時刻ｔ３の直前におけるＢ画素回路６０ｂ内の節点Ｄの電
位（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｂ）は（ＶＤＤ＋Ｖｔｈ＿Ｂ）よりも低く、閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｂの絶
対値が大きいほど電圧Ｖｘ＿Ｂの絶対値は大きくなる。
【０１１２】
　次に時刻ｔ４において制御線Ｅｉの電位がローレベルに変化すると、３個の画素回路６
０ではスイッチ用ＴＦＴ６４、６５が導通状態に変化する。Ｒ画素回路６０ｒでは、コン
デンサ６８が電圧（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ－Ｖｄ＿Ｒ）を保持している間に、節点Ｅの電位が
Ｖｄ＿ＲからＶｉｎｔ＿Ｒに変化する。したがって、節点Ｄの電位も、同じ量（Ｖｉｎｔ
＿Ｒ－Ｖｄ＿Ｒ）だけ変化して（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ）＋（Ｖｉｎｔ＿Ｒ－Ｖｄ＿Ｒ）＝（
ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ＋Ｖｉｎｔ＿Ｒ－Ｖｄ＿Ｒ）となる。同様に、Ｇ画素回路６０ｇ内の節
点Ｄの電位は（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｇ＋Ｖｉｎｔ＿Ｇ－Ｖｄ＿Ｇ）となり、Ｂ画素回路６０ｂ
内の節点Ｄの電位は（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｂ＋Ｖｉｎｔ＿Ｂ－Ｖｄ＿Ｂ）となる。
【０１１３】
　時刻ｔ４以降、３個の画素回路６０内のコンデンサ６８に保持された電圧は変化しない
。このため、Ｒ画素回路６０ｒ内の節点Ｄの電位は（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ＋Ｖｉｎｔ＿Ｒ－
Ｖｄ＿Ｒ）のままである。同様に、Ｇ画素回路６０ｇ内の節点Ｄの電位は（ＶＤＤ＋Ｖｘ
＿Ｇ＋Ｖｉｎｔ＿Ｇ－Ｖｄ＿Ｇ）のままであり、Ｂ画素回路６０ｂ内の節点Ｄの電位は（
ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｂ＋Ｖｉｎｔ＿Ｂ－Ｖｄ＿Ｂ）のままである。したがって、３個の画素回
路６０では、時刻ｔ４以降、次に制御線Ｅｉの電位がハイレベルとなるまで、電源配線Ｖ
ｐから駆動用ＴＦＴ６１とスイッチ用ＴＦＴ６４を経由して有機ＥＬ素子６７に電流が流
れ、有機ＥＬ素子６７は発光する。このときに駆動用ＴＦＴ６１を流れる電流の量は節点
Ｄの電位に応じて増減するが、以下に示すように、駆動用ＴＦＴ６１の閾値電圧が異なっ
ていてもデータ電圧が同じであれば電流量を同じにすることができる。
【０１１４】
　例として、Ｒ画素回路６０ｒについて説明する。Ｒ画素回路６０ｒでは、有機ＥＬ素子
６７が発光するときに駆動用ＴＦＴ６１のゲート端子電位Ｖｇは（ＶＤＤ＋Ｖｘ＿Ｒ＋Ｖ
ｉｎｔ＿Ｒ－Ｖｄ＿Ｒ）となる。したがって、式（１）より、駆動用ＴＦＴ６１のドレイ
ン－ソース間を流れる電流ＩELは、次式（６）に示すようになる。
　　ＩEL＝－１／２・Ｗ／Ｌ・Ｃｏｘ・μ・｛Ｖｉｎｔ＿Ｒ
　　　　　－Ｖｄ＿Ｒ＋（Ｖｘ＿Ｒ－Ｖｔｈ＿Ｒ）｝2   …（６）
　式（６）において電圧Ｖｘ＿Ｒが閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒに一致すれば、電流ＩELは閾値電
圧Ｖｔｈ＿Ｒには依存しない。また、電圧Ｖｘ＿Ｒが閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒに一致しなくて
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も、両者の差が一定であれば、電流ＩELは閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒには依存しない。
【０１１５】
　表示装置５０では、第１の実施形態と同様に、Ｒ画素回路内の２つのＴＦＴ間で電圧Ｖ
ｘ＿Ｒの差が閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｒの差とほぼ同じになるように、閾値補正期間の長さや初
期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒのレベルが決定される。このため、式（６）に含まれる電圧差（Ｖｘ
＿Ｒ－Ｖｔｈ＿Ｒ）はほぼ一定になる。したがって、Ｒ画素回路６０ｒでは、閾値電圧Ｖ
ｔｈ＿Ｒの値にかかわらず、有機ＥＬ素子６７にはデータ電圧Ｖｄ＿Ｒに応じた量の電流
が流れ、有機ＥＬ素子６７はデータ電圧Ｖｄ＿Ｒに応じた輝度で発光する。
【０１１６】
　同様に、Ｇ画素回路６０ｇでは、閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｇの値にかかわらず、有機ＥＬ素子
６７にはデータ電圧Ｖｄ＿Ｇに応じた量の電流が流れ、有機ＥＬ素子６７はデータ電圧Ｖ
ｄ＿Ｇに応じた輝度で発光する。また、Ｂ画素回路６０ｂでは、閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｂの値
にかかわらず、有機ＥＬ素子２５にはデータ電圧Ｖｄ＿Ｂに応じた量の電流が流れ、有機
ＥＬ素子６７はデータ電圧Ｖｄ＿Ｂに応じた輝度で発光する。表示装置５０では、第１の
実施形態に係る表示装置１０と比べて画素回路６０の構成は複雑になるが、ソースドライ
バ回路５３の構成は簡単になる。
【０１１７】
　表示装置５０では、初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂのうち、少な
くとも２つが互いに異なるように設定される。具体的には、Ｇ画素回路用の初期電圧Ｖｉ
ｎｔ＿ＧとＢ画素回路用の初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｂが異なり、｜Ｖｇｓ０＿Ｇ｜＜｜Ｖｇｓ
０＿Ｂ｜を満たすことが好ましい。また、初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎ
ｔ＿Ｂが互いにすべて異なり、｜Ｖｇｓ０＿Ｇ｜＜｜Ｖｇｓ０＿Ｒ｜＜｜Ｖｇｓ０＿Ｂ｜
を満たすことがより好ましい。初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂは、
いずれも電源電圧ＶＤＤよりも低いレベルに設定される。
【０１１８】
　本実施形態に係る表示装置５０は、第１の実施形態に係る表示装置１０と同様の効果を
奏する。図１６に示す画素回路１３０を備えた従来の表示装置では、装置全体で１種類の
初期電圧Ｖｉｎｔが使用される。このため、従来の表示装置には、緑色を基準として初期
電圧Ｖｉｎｔを決定すると画質が低下し、青色を基準として初期電圧Ｖｉｎｔを決定する
と消費電力が増大するという問題がある。
【０１１９】
　これに対して、本実施形態に係る表示装置５０では、複数の初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖ
ｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂが使用され、このうち少なくとも２つ以上が異なっている。こ
のため、例えば、Ｂ画素回路には｜Ｖｇｓ０｜が大きくなる初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｂを使用
し、Ｇ画素回路には｜Ｖｇｓ０｜が小さくなる初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｇを使用することがで
きる。これにより、人間が色度の違いに敏感な青色については、駆動用ＴＦＴ６１のゲー
ト端子とソース端子との間に大きな初期電位差を与え、閾値補正を高い精度で行い、画質
を高くすることができる。一方、人間が色度の違いに鈍感な緑色については、駆動用ＴＦ
Ｔ６１のゲート端子とソース端子との間に小さな初期電位差を与え、信号線の過剰な充放
電を減らして消費電力を削減することができる。また、｜Ｖｇｓ０＿Ｇ｜＜｜Ｖｇｓ０＿
Ｒ｜＜｜Ｖｇｓ０＿Ｂ｜を満たす初期電圧Ｖｉｎｔ＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂを
使用すれば、上記の効果をさらに高めることができる。
【０１２０】
　このように本実施形態に係る表示装置５０によれば、表示色に応じた初期電圧Ｖｉｎｔ
＿Ｒ、Ｖｉｎｔ＿Ｇ、Ｖｉｎｔ＿Ｂを使用することにより、駆動用ＴＦＴ６１の閾値補正
を行うときに、駆動用ＴＦＴ６１のゲート端子とソース端子との間に与える初期電位差を
人間の視覚特性を考慮して表示色に応じて切り替え、画質を高くし、消費電力を削減する
ことができる。
【０１２１】
　なお、本実施形態についても、第１の実施形態と同様に、３種類の画素回路を別個の電
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素回路６０ｒに接続された電源配線には電源電圧ＶＤＤ＿Ｒが印加され、Ｇ画素回路６０
ｇに接続された電源配線には電源電圧ＶＤＤ＿Ｇが印加され、Ｂ画素回路６０ｂに接続さ
れた電源配線には電源電圧ＶＤＤ＿Ｂが印加される。
【０１２２】
　以上に示すように、本発明の表示装置によれば、駆動素子の閾値補正を行ってカラー表
示を行うときに、駆動素子の制御端子と第２の導通端子との間に表示色に応じた初期電位
差を与えることにより、画質を高くし、消費電力を削減することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１２３】
　本発明の表示装置は、高画質で低消費電力であるという特徴を有するので、各種の電子
機器の表示装置として利用することができる。
【符号の説明】
【０１２４】
　１０、４０、５０…表示装置
　１１、５１…表示制御回路
　１２、５２…ゲートドライバ回路
　１３、４３、５３…ソースドライバ回路
　１４、４４、５４…電源
　１５…シフトレジスタ
　１６…レジスタ
　１７…ラッチ
　２０、６０…画素回路
　２１、６１…駆動用ＴＦＴ
　２２～２４、６２～６６…スイッチ用ＴＦＴ
　２５、６７…有機ＥＬ素子
　２６、３７、６８…コンデンサ
　３０、４５…出力回路
　３１～３６…スイッチ
　３８、５５…アナログバッファ
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【図１７】



(28) JP WO2010/029795 A1 2010.3.18

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月1日(2011.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　電流制御型の駆動方式においてＴＦＴの特性のばらつきを補償する方式は、駆動用ＴＦ
Ｔに流れる電流の量を電流信号で制御する電流プログラム方式と、この電流の量を電圧信
号で制御する電圧プログラム方式とに大別される。電流プログラム方式を用いれば閾値電
圧と移動度のばらつきを補償することができ、電圧プログラム方式を用いれば閾値電圧の
ばらつきのみを補償することができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　電流制御型の駆動方式を適用した有機ＥＬディスプレイについては、従来から、以下に
示す画素回路が知られている。図１４は、特許文献１に記載された画素回路と出力スイッ
チの回路図である。図１４において、画素回路１２０はトランジスタＴ１～Ｔ４、有機Ｅ
Ｌ素子ＯＬＥＤおよびコンデンサＣｓを備え、出力スイッチ１２１はトランジスタＴ５～
Ｔ８およびコンデンサＣ１を備えている。画素回路１２０は、電源配線Ｖｐ、共通陰極Ｖ
ｃｏｍ、走査線Ｇ１ｉ、Ｇ２ｉおよびデータ線Ｓｊに接続される。トランジスタＴ５～Ｔ
８の一端には、それぞれ、電圧Ｖ０、データ電圧Ｖｄａｔａ、閾値補正電圧Ｖｐｒｅおよ
び電圧Ｖａが印加される。電圧Ｖａは、トランジスタＴ３の閾値電圧に近い電圧である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　図１６は、特許文献２に記載された画素回路の回路図である。図１６に示す画素回路１
３０は、トランジスタＭ１～Ｍ６、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤおよびコンデンサＣｓｔを備え
ている。画素回路１３０は、電源配線Ｖｐ、共通陰極Ｖｃｏｍ、初期電圧Ｖｉｎｔが印加
されたプリチャージ線、走査線ＧＡｉ、ＧＢｉ、制御線Ｅｉおよびデータ線Ｓｊに接続さ
れる。画素回路１３０は、図１３（後述）に示すタイミングチャートに従って動作する。
画素回路１３０の動作は、本発明の第２の実施形態に係る画素回路の動作と同様であるの
で、ここではその説明を省略する。画素回路１３０を図１３に示す方法で駆動することに
より、トランジスタＭ１のゲート端子にトランジスタＭ１の閾値電圧に応じた電位を印加
し、トランジスタＭ１の閾値電圧にかかわらず、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤを所望の輝度で発
光させることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明の第１の局面は、カラー表示を行う電流駆動型の表示装置であって、
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子とを含む複数の画素回
路と、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択し、選択した画素回路に前記データ
線を用いてデータ電圧を書き込む駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端
子との間に初期電位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチン
グ素子を一時的に導通状態に制御する動作と、前記補償用スイッチング素子の導通期間終
了時における前記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子
の制御端子に印加する動作とを行い、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、前記初期電位差は少なくとも２
種類の画素回路間で異なり、
　前記画素回路には少なくとも赤色用、緑色用および青色用の画素回路が含まれており、
　前記３種類の画素回路の中では前記緑色用の画素回路において、前記補償用スイッチン
グ素子の導通期間に前記補償用スイッチング素子を流れる電流が最小となるように、前記
初期電位差が設定されていることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明の第２の局面は、カラー表示を行う電流駆動型の表示装置であって、
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子とを含む複数の画素回
路と、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択し、選択した画素回路に前記データ
線を用いてデータ電圧を書き込む駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端
子との間に初期電位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチン
グ素子を一時的に導通状態に制御する動作と、前記補償用スイッチング素子の導通期間終
了時における前記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子
の制御端子に印加する動作とを行い、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、前記初期電位差は少なくとも２
種類の画素回路間で異なり、
　前記画素回路には少なくとも赤色用、緑色用および青色用の画素回路が含まれており、
　前記３種類の画素回路の中では前記青色用の画素回路において、前記補償用スイッチン
グ素子の導通期間に前記補償用スイッチング素子を流れる電流が最大となるように、前記
初期電位差が設定されていることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２２】
　本発明の第３の局面は、カラー表示を行う電流駆動型の表示装置であって、
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子と、前記データ線と前
記駆動素子の制御端子との間に設けられた書き込み用スイッチング素子とを含む複数の画
素回路と、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択し、選択した画素回路に前記データ
線を用いてデータ電圧を書き込む駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端
子との間に初期電位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチン
グ素子を一時的に導通状態に制御する動作と、前記補償用スイッチング素子の導通期間終
了時における前記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子
の制御端子に印加する動作とを行い、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、
　少なくとも２種類の画素回路間で異なる初期電位差が与えられるように、前記駆動回路
は、前記書き込み用スイッチング素子を導通状態に制御し、少なくとも２種類の画素回路
間で異なる初期電圧を前記データ線に印加することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　本発明の第４の局面は、本発明の第３の局面において、
　前記駆動回路は、前記データ線に対応した容量を含み、前記補償用スイッチング素子の
導通期間終了後に、前記書き込み用スイッチング素子を導通状態に制御したままで、前記
容量の第１の電極を前記データ線に接続し、前記容量の第２の電極に印加する電圧を参照
電圧から前記データ電圧に切り替えることを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明の第５の局面は、本発明の第４の局面において、
　前記参照電圧は、少なくとも２種類の画素回路間で異なることを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明の第６の局面は、カラー表示を行う電流駆動型の表示装置であって、
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子と、第１の電極が前記
駆動素子の制御端子に接続された容量と、前記容量の第２の電極と前記データ線との間に
設けられた書き込み用スイッチング素子と、前記容量の２個の電極に所定の初期電圧を印
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加するか否かを切り替える初期化用スイッチング素子とを含む複数の画素回路と、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択し、選択した画素回路に前記データ
線を用いてデータ電圧を書き込む駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端
子との間に初期電位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチン
グ素子を一時的に導通状態に制御する動作と、前記補償用スイッチング素子の導通期間終
了時における前記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子
の制御端子に印加する動作とを行うために、前記書き込み用スイッチング素子を導通状態
に制御し、前記データ線に前記データ電圧を印加すると共に、前記容量の第１の電極に前
記初期電圧が印加されるように前記初期化用スイッチング素子を制御し、前記補償用スイ
ッチング素子の導通期間終了後に、前記書き込み用スイッチング素子を非導通状態に制御
すると共に、前記容量の第２の電極に前記初期電圧が印加されるように前記初期化用スイ
ッチング素子を制御し、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、
　少なくとも２種類の画素回路間で異なる初期電位差が与えられるように、前記初期電圧
は少なくとも２種類の画素回路間で異なることを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本発明の第７の局面は、カラー表示を行う電流駆動型の表示装置であって、
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子とを含む複数の画素回
路と、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択し、選択した画素回路に前記データ
線を用いてデータ電圧を書き込む駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端
子との間に初期電位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチン
グ素子を一時的に導通状態に制御する動作と、前記補償用スイッチング素子の導通期間終
了時における前記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子
の制御端子に印加する動作とを行い、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、
　少なくとも２種類の画素回路間で異なる初期電位差が与えられるように、前記駆動素子
の第２の導通端子には少なくとも２種類の画素回路間で異なる電源電圧が印加されること
を特徴とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　本発明の第１～第７の局面によれば、駆動素子の閾値補正を行うときに、駆動素子の制
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御端子と第２の導通端子との間に表示色に応じて異なる初期電位差を与えることができる
。このため、人間が色度の違いに敏感な色（例えば、青色）については、大きな初期電位
差を与えて閾値補正を高い精度で行い、画質を高くすることができる。一方、人間が色度
の違いに鈍感な色（例えば、緑色）については、小さな初期電位差を与えて信号線の過剰
な充放電を減らし、消費電力を削減することができる。このように、駆動素子の制御端子
と第２の導通端子との間に与える初期電位差を人間の視覚特性を考慮して表示色に応じて
切り替えることにより、画質を高くし、消費電力を削減することができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　本発明の第１の局面によれば、補償用スイッチング素子の導通期間に補償用スイッチン
グ素子を流れる電流は緑色用の画素回路で最小となるので、人間が色度の違いに鈍感な緑
色について駆動素子の閾値補正を行うときに、信号線の過剰な充放電を減らし、消費電力
を削減することができる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　本発明の第２の局面によれば、補償用スイッチング素子の導通期間に補償用スイッチン
グ素子を流れる電流は青色用の画素回路で最大となるので、人間が色度の違いに敏感な青
色について駆動素子の閾値補正を行うときに、閾値補正を高い精度で行い、画質を高くす
ることができる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　本発明の第３の局面によれば、駆動素子の閾値補正を行うときに、書き込み用スイッチ
ング素子を導通状態に制御し、少なくとも２種類の画素回路間で異なる初期電圧をデータ
線に印加することにより、駆動素子の制御端子と第２の導通端子との間に表示色に応じて
異なる初期電位差を与え、画質を高くし、消費電力を削減することができる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　本発明の第４の局面によれば、補償用スイッチング素子の導通期間終了後に、駆動素子
の制御端子電位を駆動回路内の容量の第１の電極に印加し、容量の第２の電極に印加する
電圧を参照電圧からデータ電圧に切り替えることにより、補償用スイッチング素子の導通
期間終了時における駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を駆動素子の
制御端子に印加することができる。したがって、画素回路内に閾値補正用の容量を設ける
ことなく、駆動素子の閾値補正を行うことができる。
【手続補正１８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　本発明の第５の局面によれば、少なくとも２種類の画素回路間で異なる参照電圧を使用
することにより、データ電圧のゼロ点を揃えることができる。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　本発明の第６の局面によれば、書き込み用スイッチング素子を導通状態に制御し、デー
タ線にデータ電圧を印加することにより、データ線を経由して駆動素子の制御端子にデー
タ電圧を印加することができる。また、初期化用スイッチング素子を制御して画素回路内
の容量の２つの電極に順に初期電圧を印加することにより、補償用スイッチング素子の導
通期間終了時における駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を駆動素子
の制御端子に印加し、駆動素子の閾値補正を行うことができる。この際に少なくとも２種
類の画素回路間で異なる初期電圧を用いることにより、駆動素子の制御端子と第２の導通
端子との間に表示色に応じて異なる初期電位差を与え、画質を高くし、消費電力を削減す
ることができる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　本発明の第７の局面によれば、少なくとも２種類の画素回路間で異なる電源電圧を駆動
素子の第２の導通端子に印加することにより、駆動素子の閾値補正を行うときに、駆動素
子の制御端子と第２の導通端子との間に表示色に応じて異なる初期電位差を与え、画質を
高くし、消費電力を削減することができる。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す表示装置に含まれる画素回路の回路図である。
【図３】図１に示す表示装置に含まれる出力回路の回路図である。
【図４】図１に示す表示装置における画素回路の駆動方法を示すタイミングチャートであ
る。
【図５】ダイオード接続されたＴＦＴにおけるゲート－ソース間電圧の時間的変化の例を
示す図である。
【図６】参考例に係る表示装置の構成を示すブロック図である。
【図７】図６に示す表示装置に含まれる出力回路の回路図である。
【図８】本発明の第１の実施形態の変形例に係る表示装置の構成を示すブロック図である
。
【図９】図８に示す表示装置に含まれる画素回路の回路図である。
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【図１０】図８に示す表示装置に含まれる出力回路の回路図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態に係る表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１２】図１１に示す表示装置に含まれる画素回路の回路図である。
【図１３】図１１に示す表示装置における画素回路の駆動方法を示すタイミングチャート
である。
【図１４】従来の表示装置（第１の例）に含まれる画素回路と出力スイッチの回路図であ
る。
【図１５】図１４に示す画素回路の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図１６】従来の表示装置（第２の例）に含まれる画素回路の回路図である。
【図１７】マッカダムの色度判別閾を示す図である。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　図８に示す電源４４は、画素回路２０に対して電源電圧ＶＤＤ＿Ｒ、ＶＤＤ＿Ｇ、ＶＤ
Ｄ＿Ｂ、ＶＳＳを供給すると共に、出力回路４５に対して初期電圧Ｖｉｎｔと参照電圧Ｖ
ｒｅｆ＿Ｒ、Ｖｒｅｆ＿Ｇ、Ｖｒｅｆ＿Ｂを供給する。図９に示すように、Ｒ画素回路２
０ｒは電源配線Ｖｐ＿Ｒに接続され、Ｇ画素回路２０ｇは電源配線Ｖｐ＿Ｇに接続され、
Ｂ画素回路２０ｂは電源配線Ｖｐ＿Ｂに接続される。電源配線Ｖｐ＿Ｒには電源４４から
供給された電源電圧ＶＤＤ＿Ｒが印加され、電源配線Ｖｐ＿Ｇには電源４４から供給され
た電源電圧ＶＤＤ＿Ｇが印加され、電源配線Ｖｐ＿Ｂには電源４４から供給された電源電
圧ＶＤＤ＿Ｂが印加される。図１０に示すＲ出力回路４５ｒ、Ｇ出力回路４５ｇおよびＢ
出力回路４５ｂでは、スイッチ３６の一方の端子には電源４４から供給された同じ初期電
圧Ｖｉｎｔが印加される。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　表示装置４０では、電源電圧ＶＤＤ＿Ｒ、ＶＤＤ＿Ｇ、ＶＤＤ＿Ｂのうち、少なくとも
２つが互いに異なるように設定される。具体的には、Ｇ画素回路用の電源電圧ＶＤＤ＿Ｇ
とＢ画素回路用の電源電圧ＶＤＤ＿Ｂが異なり、｜Ｖｇｓ０＿Ｇ｜＜｜Ｖｇｓ０＿Ｂ｜を
満たすことが好ましい。また、電源電圧ＶＤＤ＿Ｒ、ＶＤＤ＿Ｇ、ＶＤＤ＿Ｂが互いにす
べて異なり、｜Ｖｇｓ０＿Ｇ｜＜｜Ｖｇｓ０＿Ｒ｜＜｜Ｖｇｓ０＿Ｂ｜を満たす（すなわ
ち、ＶＤＤ＿Ｇ＜ＶＤＤ＿Ｒ＜ＶＤＤ＿Ｂを満たす）ことがより好ましい。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　図１３は、画素回路６０の駆動方法を示すタイミングチャートである。以下、図１３を
参照して、３個のアナログバッファ５５を用いて、走査線ＧＡｉ、ＧＢｉとデータ線Ｓｋ
＿Ｒ、Ｓｋ＿Ｇ、Ｓｋ＿Ｂに接続された３個の画素回路６０に対して、それぞれのデータ
電圧Ｖｄａｔａを書き込むときの動作を説明する。図１３では、時刻ｔ０から時刻ｔ４ま
でが３個の画素回路６０の選択期間となる。時刻ｔ２より前では、３個の画素回路６０の
駆動用ＴＦＴ６１のゲート端子電位を並列に検知する処理が行われ、時刻ｔ２より後では
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、３個の画素回路６０に対してそれぞれのデータ電圧を並列に書き込む処理が行われる。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　同様に、Ｇ画素回路６０ｇでは、閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｇの値にかかわらず、有機ＥＬ素子
６７にはデータ電圧Ｖｄ＿Ｇに応じた量の電流が流れ、有機ＥＬ素子６７はデータ電圧Ｖ
ｄ＿Ｇに応じた輝度で発光する。また、Ｂ画素回路６０ｂでは、閾値電圧Ｖｔｈ＿Ｂの値
にかかわらず、有機ＥＬ素子６７にはデータ電圧Ｖｄ＿Ｂに応じた量の電流が流れ、有機
ＥＬ素子６７はデータ電圧Ｖｄ＿Ｂに応じた輝度で発光する。表示装置５０では、第１の
実施形態に係る表示装置１０と比べて画素回路６０の構成は複雑になるが、ソースドライ
バ回路５３の構成は簡単になる。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラー表示を行う電流駆動型の表示装置であって、
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子とを含む複数の画素回
路と、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択し、選択した画素回路に前記データ
線を用いてデータ電圧を書き込む駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端
子との間に初期電位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチン
グ素子を一時的に導通状態に制御する動作と、前記補償用スイッチング素子の導通期間終
了時における前記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子
の制御端子に印加する動作とを行い、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、前記初期電位差は少なくとも２
種類の画素回路間で異なり、
　前記画素回路には少なくとも赤色用、緑色用および青色用の画素回路が含まれており、
　前記３種類の画素回路の中では前記緑色用の画素回路において、前記補償用スイッチン
グ素子の導通期間に前記補償用スイッチング素子を流れる電流が最小となるように、前記
初期電位差が設定されていることを特徴とする、表示装置。
【請求項２】
　カラー表示を行う電流駆動型の表示装置であって、
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子とを含む複数の画素回
路と、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択し、選択した画素回路に前記データ
線を用いてデータ電圧を書き込む駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端
子との間に初期電位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチン
グ素子を一時的に導通状態に制御する動作と、前記補償用スイッチング素子の導通期間終
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了時における前記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子
の制御端子に印加する動作とを行い、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、前記初期電位差は少なくとも２
種類の画素回路間で異なり、
　前記画素回路には少なくとも赤色用、緑色用および青色用の画素回路が含まれており、
　前記３種類の画素回路の中では前記青色用の画素回路において、前記補償用スイッチン
グ素子の導通期間に前記補償用スイッチング素子を流れる電流が最大となるように、前記
初期電位差が設定されていることを特徴とする、表示装置。
【請求項３】
　カラー表示を行う電流駆動型の表示装置であって、
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子と、前記データ線と前
記駆動素子の制御端子との間に設けられた書き込み用スイッチング素子とを含む複数の画
素回路と、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択し、選択した画素回路に前記データ
線を用いてデータ電圧を書き込む駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端
子との間に初期電位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチン
グ素子を一時的に導通状態に制御する動作と、前記補償用スイッチング素子の導通期間終
了時における前記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子
の制御端子に印加する動作とを行い、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、
　少なくとも２種類の画素回路間で異なる初期電位差が与えられるように、前記駆動回路
は、前記書き込み用スイッチング素子を導通状態に制御し、少なくとも２種類の画素回路
間で異なる初期電圧を前記データ線に印加することを特徴とする、表示装置。
【請求項４】
　前記駆動回路は、前記データ線に対応した容量を含み、前記補償用スイッチング素子の
導通期間終了後に、前記書き込み用スイッチング素子を導通状態に制御したままで、前記
容量の第１の電極を前記データ線に接続し、前記容量の第２の電極に印加する電圧を参照
電圧から前記データ電圧に切り替えることを特徴とする、請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記参照電圧は、少なくとも２種類の画素回路間で異なることを特徴とする、請求項４
に記載の表示装置。
【請求項６】
　カラー表示を行う電流駆動型の表示装置であって、
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子と、第１の電極が前記
駆動素子の制御端子に接続された容量と、前記容量の第２の電極と前記データ線との間に
設けられた書き込み用スイッチング素子と、前記容量の２個の電極に所定の初期電圧を印
加するか否かを切り替える初期化用スイッチング素子とを含む複数の画素回路と、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択し、選択した画素回路に前記データ
線を用いてデータ電圧を書き込む駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端
子との間に初期電位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチン
グ素子を一時的に導通状態に制御する動作と、前記補償用スイッチング素子の導通期間終
了時における前記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子
の制御端子に印加する動作とを行うために、前記書き込み用スイッチング素子を導通状態
に制御し、前記データ線に前記データ電圧を印加すると共に、前記容量の第１の電極に前
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記初期電圧が印加されるように前記初期化用スイッチング素子を制御し、前記補償用スイ
ッチング素子の導通期間終了後に、前記書き込み用スイッチング素子を非導通状態に制御
すると共に、前記容量の第２の電極に前記初期電圧が印加されるように前記初期化用スイ
ッチング素子を制御し、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、
　少なくとも２種類の画素回路間で異なる初期電位差が与えられるように、前記初期電圧
は少なくとも２種類の画素回路間で異なることを特徴とする、表示装置。
【請求項７】
　カラー表示を行う電流駆動型の表示装置であって、
　複数の走査線と複数のデータ線との各交差点に対応して配置され、それぞれが電気光学
素子と、前記電気光学素子に流れる電流の量を制御する駆動素子と、前記駆動素子の制御
端子と第１の導通端子との間に設けられた補償用スイッチング素子とを含む複数の画素回
路と、
　前記走査線を用いて書き込み対象の画素回路を選択し、選択した画素回路に前記データ
線を用いてデータ電圧を書き込む駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、選択した画素回路について、前記駆動素子の制御端子と第２の導通端
子との間に初期電位差を与え、前記駆動素子が導通状態である間に前記補償用スイッチン
グ素子を一時的に導通状態に制御する動作と、前記補償用スイッチング素子の導通期間終
了時における前記駆動素子の制御端子電位を用いて補正されたデータ電圧を前記駆動素子
の制御端子に印加する動作とを行い、
　前記画素回路は表示色によって複数の種類に分類され、
　少なくとも２種類の画素回路間で異なる初期電位差が与えられるように、前記駆動素子
の第２の導通端子には少なくとも２種類の画素回路間で異なる電源電圧が印加されること
を特徴とする、表示装置。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１０】
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摘要(译)

像素电路20包括有机EL元件25，驱动TFT 21和设置在驱动TFT 21的栅极与源极之间的开关TFT23。在写入像素电路20时，向栅极
端子施加初始​​电压。 在驱动TFT 21处于导通状态时，开关TFT 23被暂时控制为导通状态，并且施加使用此时获得的驱动TFT 21的
栅极端子电势校正的数据电压。 对于驱动TFT 21的栅极端子，人对蓝色色度差异敏感，而对绿色色度差异不敏感。 增加阈值校正
的精度的初始电压Vint_B用于蓝色像素电路，并且减小功耗的初始电压Vint_G用于绿色像素电路。 这样，提供了具有高图像质量和
低功耗的电流驱动型彩色显示装置。
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